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人間学科共通科目「人間学」講演
時代の先駆者たれ
―広岡浅子の生涯を通して―
古　川　智 映 子
日時：2016年5月12日午前9時
会場：創価大学 S201 教室
　　　　　
　おはようございます。女性の方が多くて、びっくりぽんです（笑）。「びっ
くりぽん」ってわかりますか。皆様、朝ドラをご覧になる時間無いから、見
ていないでしょう。皆様のお母様とか、おばあ様は見て下さったかもしれま
せんね。私の年代では、今より少し早めに結婚するので、あなた方の年齢は
ひ孫にあたるんです。びっくりぽんでしょう（笑）。
　幕末から大正の初めにかけては、日本歴史の一大変革期で、大きく歴史が
変わりました。その動乱の時代に生まれ、偉大な事業を成し遂げた「広岡浅
子」という女性のことを、私が取り上げるまでほとんどの人が知りませんで
した。本日は、広岡浅子という女性から学ぶこと、私たちがこれから生きて
いくうえで参考になりそうなことを、約 1 時間ご一緒に考えていきたいと思
います。よろしくお願い致します。（拍手）
「広岡浅子」と大同生命
　まずは、「広岡浅子」という女性がどんな人か、スライドを使って説明さ
せていただきます。広岡浅子は、嘉永 2 年幕末、豪商の三井家（現・京都市）
に生まれました。そして、たった 17 歳で大阪の豪商である加島屋という両
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替商にお嫁に行きます。当時、江戸と上
かみ
方
がた
では、金と銀とで使い方が異なっ
ていたため、京都などで買い物をする際は、今の為替のように、両替商でお
金を替えてもらわなければなりませんでした。そして、日本の幕藩体制で大
名、藩主は、参勤交代などでいろいろお金を使うため、非常にお金に困って
いました。両替商は手数料を取って、銀や金を交換、売買し、儲けたお金を
大名などに貸し付けて、さらにそこで利息をもらうという商売をしていまし
た。
　この写真（写真１）は、大阪にあ
る土佐堀川です。加島屋はこの土佐
堀川の前にありました。左の一番端
の手前は、現在の大同生命です。浅
子が中心になって大同生命の創業を
しましたので、加島屋の後に現在の
大同生命が建っております。これは
そばで見ると非常に美しい建物で、
何か建築の賞を取っています。
　
　これ（写真２）は、現在の大同生
命の写真です。非常に変わった建物
で、一階が扇状の柱になっています。
これは、広岡浅子が創業した加島銀
行の建物の内部を、そのまま模して
建てたと言われています。
広岡浅子の家系
　これ（写真３）は、浅子のご主人で、ドラマでは新次郎となっています
が、広岡信五郎と言います。昔の大きいお家は、産まれて 2 歳くらいで親に
写真１
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婚約者を決められてしまいます。そ
れで、三井家の女性は必ず加島屋の
広岡一族にお嫁に行くと婚約させら
れました。本人は全然知らないので、
大きくなってから、人に決められて
お嫁に行くことは嫌だと反発します。
ところが、この広岡信五郎という人
は、なかなかの人物で、昔のお金持
ちのお家の坊ちゃんでした。お金持ちの商家の坊ちゃんは、お茶などをして、
あまり商売をやらないで番頭任せなんです。ドラマでは NHK さんが庶民的
な三味線に変えていますが、本当は三味線などしていません。（笑）それで、
広岡信五郎は非常に人柄が良く、良いお家に育ちましたから、意地悪とい
うのを始めから知らないような人でした。浅子は、小さい時の遊び道具が生
きているヘビだったので、きっときつい性格だったと思うんですが、信五郎
は、非常に大らかな人で、そういうきつい浅子の性格を全部受け入れて、支
えるんです。信五郎と結婚したということが、浅子が大きく伸びる原因だと
私は思っています。現在は、凄く才能がある奥さんを持った旦那さんが、会
社を辞めて主夫になって、奥さんを助けるという新しい結婚の形があるんで
す。それを、百数十年前にやっていたんですよ。凄いことですね。
　
　これ（写真４）は、広岡一族の写
真で、広岡信五郎と浅子が中心に居
ます。信五郎の斜め右後ろが一人娘
の広岡亀子で、右端に座っている男
性が、亀子のお婿さんの広岡恵三。
　それで、他にいっぱい写っていま
すけれども、皆様驚かないで聞いて
ください。当時のお金持ちは、お嫁に行く際、実家から必ずお気に入りの女
写真 ３
写真 ４
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中さんを一人連れて行くんですが、それがこの写真の一番左端に立っている
小藤さんです。小藤さんは非常に人柄が良くて、献身的に浅子に仕えます。
浅子は、潰れかかった加島屋を再興するために一生懸命で、事業を次から次
へと進めていたので、ご主人の面倒がみられませんでした。また、お家を繁
栄させるためにはたくさんの子供が居た方が良かったのですが、浅子は難産
で女の子を一人しか産めなかったんです。それで、浅子は小藤さんに頼み込
んで、信五郎の側室になってもらい、小藤さんと信五郎の間に 4 人子供が生
まれました。写真の左後ろに立っている女の子や、一番右端の男の子は小藤
さんの子供です。そうして小藤さんは最後まで浅子に仕えます。子供さんを
4 人も産んでいても、自己主張一切しない大変賢い人だったみたいです。朝
ドラでは、側室がいたなんて言うと困るので全部カットですが（笑）。
加島屋の立て直しと炭鉱経営
　これは（写真５）、加島屋の商店、
お家です。表面だけ見ると小さく見
えますが、大変奥行きのある大きい
お家なんです。これは、工事が始ま
る前の、昔の土佐堀川です。浅子は
分家のお嫁さんですが、加島屋は本
家と分家がほとんど同じ敷地内にあ
りました。
　
　浅子は炭鉱を経営します。民間では実家の三井は炭鉱を経営していました
が、女性で炭鉱を経営するのは浅子が初めてでした。浅子は、日本の将来が、
これからどういう方向に向かっていくか、自分たちはどういう手を打って
いったらいいか、先見の明がありました。当時は女性の地位というものが非
常に低く、職業として成り立っているのは、カフェの女給さんや、子守、立
写真 ５
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派なお家の女中さんしかありませんでした。また、女性の扱いが、小さい時
は親に従って、お嫁に行ったら夫に従って、老いたら大きくなった子供に従
うという『三従』で、ほとんど人格が認められていませんでした。『三従精神』
というものが、日本中に蔓延していた時代に、自立して新しい商売を起こし
た浅子は日本の女性の先駆けです。
　また、その当時、徳川慶喜の大政奉還によって、お金を貸し付けた藩がな
くなってしまいます。加島屋は四百何十億と大金を貸し付けているわけです
から大変です。大阪の両替商は片端から次々に潰れていきました。そして、
最後に残ったのが加島屋と鴻池屋で、どっちが先に潰れるか、最後のギリギ
リまで危ないところでした。また、新選組も加島屋から、現代のお金にする
と 2 千万円くらい借りており、近藤勇と土方歳三、連名で本人の自筆の借用
書がありました。それを見せいただいたときは、凄く感動しまして、「歴史
の勉強をするってこういうことだな」と思って、紙をなすらせてもらいました。
　それで、浅子はお嫁にいった時に、これでは加島屋は駄目だということを
本能的に感じます。浅子は豪商三井という凄いお家で育っていますから、商
売というものを肌で感じているんですね。三井というのは、大元方といって、
十一家でもってお互い守り合い、自分で儲けたものを独占せずに一旦収めて、
それを割り振っていました。個別ではなく一族一丸で守り合うという優れた
組織を生み出した家ですから、いろいろな事を肌で感じています。加島屋は、
のんびりしていて全部番頭に任せているので、このままでは上手くいかなく
なるのではないかと思った浅子は、親に勉強してはならないと言われていま
したが、黙って独学でそろばんや簿記を夜中に勉強しました。
　丁度その頃、文明文化が進んで、帆掛船や手こぎの船から蒸気汽船に変
わっていき、日本で初めて鉄道というものが出来ていきました。そうすると、
蒸気汽船や機関車には石炭が必要になります。更に、外国の船は既に蒸気で
走っており、日本に来ると石炭売るように言うわけです。そこで浅子は、潰
れそうな加島屋を再興するには、石炭が良い商売になると考えます。浅子の
元々の商才、先見の明が活きまして、鉱山を経営してみようというふうに思
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うわけです。そうして、おそらく、三井の義理の兄である三井高喜がいろい
ろな事を教えて、浅子を後押ししていたと思います。朝ドラでは、ディー
ン・フジオカさん演じる五代友厚が、商売を全部教えたことになっています
けれども、あれは私の小説とは少し異なります。五代友厚のことは少し書き
ましたが、三井の実家で教えたのだと思います。それで、九州の今でいう飯
塚市の炭鉱を借金して買うんですが、思ったほど石炭が出ませんでした。だ
から、周りのみんなは「やめろ」って言うのですが、すぐ近所の炭鉱で、石
炭が出ているから、自分の買ったここだって鉱脈を掘り当てると出るかもし
れないと理論的に考えて、「やめない」と言うんです。そして、やめないで
さらに掘り続けると、物凄い量の石
炭が出てきて、大成功するわけです。
約 10 年間その石炭を売って、最後は
儲け切ったところで、当時の 35 万円
で政府に売ります。加島屋というの
は、浅子の働きで大富豪になりまし
た。この写真（写真６）が、飯塚市
にあった潤野炭鉱です。現在はこの
跡が県立の高校になっております。
　一人娘の広岡亀子は、広岡恵三と
いう昔の東京帝国大学、今の東大を
出た秀才をお婿さんにもらいます。
（写真７）
　これ（写真８）は、大阪の大実業
家である五代友厚です。埼玉県深谷
市出身の渋沢栄一と並び、日本のい
ろいろな事業を始めていきました。西の五代友厚、東の渋沢栄一と言われ、
大阪の繁栄の基礎を全部作った人で、凄い実業家です。大阪株式取引所、大
阪商工会議所等を設立して大阪の経済発展に大きな貢献を果たしました。ド
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ラマでは、ディーン・フジオカさん
が演じて、人気が出ました。それで
亡くなったら、五代ロスといって全
国のファンが悲しんだのです。
日本女子大学の設立
　現在の、目白の日本女子大学の
創立者である成瀬仁蔵です。（写真
９）成瀬仁蔵は、教育面が凄い先生
で、外国にも留学しており、日本の
女子はもっと地位を上げなくてはな
らないと考え、そのために日本初の
女子大学を創立しようとしていまし
た。しかし、成瀬仁蔵は経済が全然
出来ないため、経済に強い浅子に『女子教育』という自分の書いた本を持っ
て行き、応援を頼みます。初め浅子は辞退するのですが、『女子教育』を読
んでとても感動いたします。浅子は小さい頃、親に反対されて勉強させても
らえなかったので、女性の人格を認めることが書いてある『女子教育』に共
感するわけですね。当時の日本では、女性の地位が低かったので、成瀬仁蔵
の考え方は本当に新しかったんです。
　
　これは、浅子を助けた澁沢栄一、西園寺公望、松方正義、大隈重信、伊藤
博文です（写真 10）。ドラマにも出てきますが、早稲田大学の創立者である
大隈重信が一番応援したと思います。始めは寄付が集まりませんでしたが、
浅子が孤軍奮闘して一軒ずつ訪ね歩き、女子教育の大切さを一生懸命説いて
いきます。すると、段々みんながその趣旨を理解して寄付金が集まるんです。
写真 ８
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目白にある日本女子大学は当初は約
5,500 坪くらいありましたが、あそこ
は広岡浅子の実家の三井家の別荘を
寄付させたんです。浅子は常に自分
より、家のため、人のため、社会の
ため、日本の国のためを考えて、一
生を貫いた人なんです。
「広岡浅子」に影響を受けた女性たち
　写真の真ん中が、晩年の広岡浅子
です。大正 8 年 1 月 14 日、約 70 歳
で亡くなりました（写真 11）。浅子
は、加島屋へお嫁にいった時は、肺
結核を患っていました。昔、肺結核は、
抗生物質など薬が無かったので、や
せ細って、血を吐いて亡くなってい
く死病でした。しかし、浅子は肺結核で亡くならなかったんです。私どうし
て亡くならなかったのか分からなかったので、小説では漢方薬を飲ませまし
た（笑）。小説は、分からないところは全部嘘ついて作るので、嘘つきです
ね（笑）。だから、後で文句が出た時、「これ小説ですから」と逃げられるよ
うに『土佐堀川』という題ではなく、『小説 土佐堀川』としました。
　浅子は、加島銀行という銀行も創立し、小説では初めて女性行員を採用し
ますが、これは私が浅子だったらそうするだろうなと思って書いたんです。
ドラマでは小説通りの服装、矢絣の着物に、紫の袴でした。朝ドラが有名に
なると、いろいろな人がテレビに出てきて、評論家が自分の事のように、私
の小説の嘘の部分を取り上げて、「広岡浅子は、日本で初めて銀行で女性を
写真 11
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採用したんですよ」と、滔々と述べるので、笑ってしまいました（笑）。で
もそんな事は言えないので、黙っていましたけど（笑）。
　普通の商人だったら、ただ儲ける事しか考えませんが、浅子は最後、教育
に力を入れました。公共のためにお金を使い、人材を育てるということを考
えたんですね。御殿場市二の岡にある 3,000 坪ほどの別荘に、いろいろな人
を集めて、女性教育夏期講習会を開いていました。規模は小さく、20 人程
度でしたが、その中から人材が出ているんです。写真の浅子の右隣は、赤毛
のアンなど様々な翻訳をした『花子とアン』の村岡花子です。
　
　皆様はご存知無いかもしれません
が、市川房枝は参議院議員の政治家
でした（写真 12）。昔、女性は投票権
がなかったので、女性の参政権を獲
得するために、一生を費やして頑張っ
た人です。初めは教員でしたが、浅
子の指導を受けて、政治の方面に切り替えて、政治家になりました。全国で
も参議院トップ当選の政治家で、決してお金なんかによろめかない清廉潔白
な人でした。
　
　浅子がどんな人だったか、大体把握して頂けたでしょうか。時代がそうい
う人を育てたのか生んだのか分かりませんが、女性実業家というのは、日本
の先駆けでした。当時他にも、鈴木商店の鈴木よねや、現在の中村屋を創業
した相馬黒光、サムライ商会を営んだ野村みち、坂本龍馬を応援した大浦慶
などが、女性史に残っています。しかし、そのような人たちに比べて広岡浅
子は、朝ドラが出来る前まで、どこを探しても出て来なかったんです。
写真 12
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どん底の始まり
　私は、大学を出てすぐ結婚いたしました。主人は都の西北の大学で助手や
非常勤講師をしており、私も共働きしまして、所沢に小さいのですが家を建
てました。主人が大学の助教授になりまして、生活が安定しましたので、私
は勤めを辞めました。その途端に、大変恥ずかしいのですが、主人が大学の
女子学生と恋愛になりまして、それでうちを出て行って大変な事になりまし
た。私としては、自分で一生懸命やっていましたし、錯覚かもしれませんが
仲が良かったと思っていましたので、考えられませんでした。夫はすっかり
変わってしまい、私は邪魔者扱いされ、お酒飲んでは「出て行け」と言われ
るんです。夜、実家の青森県まで行くこともできず、大変恥ずかしくて悲し
いのですが、行き場が無いので、切符を一枚買って西武線の始発駅と終着駅
の間を、行ったり来たりして、終電までそこで行き場の無い時間を過ごしま
した。それで、終電で降りて家に戻ると、家の中入れてもらえないので、ずっ
と庭の隅で朝までうずくまっていました。何も悪い事をした覚えはないのに、
どうして私はこのような目に遭わなければならないのかと思い、涙がこぼれ
て止まりませんでした。　
「広岡浅子」との出会い
　しかし私としては、このままで一生を終わる訳にいかない、何とかしてそ
こから立ち上がらなければならないと思い、そのどん底で考えました。今ま
で、日本で多くの女性が生まれて亡くなっていきましたが、その人たちの中
で、私以上に苦しんで、地を這う思いで生きて、そして亡くなっていった女
性が居るかもしれない、そこから何か得るものがあるのではないかと思いま
した。本日はここに、日本で最初に出版された高群逸枝の『大日本女性人名
辞書』を持って参りました。高群逸枝は、女性史研究家で、勤勉な方なんです。
『大日本女性人名辞書』は、文語文で書いてある部分もあるので、随分昔の
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本なのですが、その復刻版が出版されまして、購入致しました。2,000 名く
らいの女性の名前が書いてあり、片端から読んでいきました。
　すると、444 ページに「広岡浅子」という名前があって、たった 14 行で
すが書いてありました。三井家に生まれたということ、それから加島屋にお
嫁にいったこと、護身用のピストルを懐中に忍ばせて鉱山の経営にあたり、
加島屋を再興したことが書かれてありました。昔の鉱山の鉱夫といったら荒
くれ男で、殺人など罪を犯して逃げて来て、その鉱山に潜り込んでいるかも
しれませんでした。何があるか分からないので、浅子は護身用のピストルを
忍ばせて、鉱山の中に入って一緒に働いていました。
　よく雑誌の取材の方から、どうして広岡浅子を取り上げたのか聞かれるの
ですが、護身用のピストルを持って働いていたことを即座に答えます。女性
がピストルを懐中に持って、本当に死ぬ気で鉱山の坑道の中に入って、鉱
夫たちを叱咤激励して働かせた。そして、鉱山の経営、改革をしようとした。
これは、並みの女性ではないと私は思いました。非常にドラマティックなも
のを感じて、この人の事をもっと調べてみたいと思いました。
『土佐堀川』執筆に至るまで
　ところが、これ以外に何も資料がないんです。それで私は、三井の出身と
いうことに目をつけまして、西武新宿線の新井薬師駅から降りて、5 分くら
い歩いたところにある三井文庫へ行きました。三井家のこれまでの資料を全
部集めている三井の図書館みたいなところです。そして、広岡浅子が生まれ
てから死ぬまでの「三井出水家」という資料を全部出してもらって、ずっと
調べていくと、たった 4 文字「広岡浅子」とありました。ところが、三井の
歴史ですから、加島屋にいってからの事は何も書いていないんです。それで、
もうとにかく一生懸命読み探しました。
　すると、大同生命の創立に関わったという事が、少し書かれていたんです。
それですぐ、大阪の大同生命本社に、「広岡浅子の事を知りたいので、お伺
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いしていいですか」とお手紙を書きました。すると、快く返事をしてくださ
り、藤岡さんという方を担当に付けていただいて、広岡家の資料のある記念
室を全部見せてくださいました。それで、今はもう 100 年を超えていますが、
大同生命 70 年史という分厚い本を見せていただき、そこからご親戚が未だ
ご生存であることを教えてもらえたんです。4 代目の大同生命の社長にあた
る、先ほど述べた小藤さんの長男の広岡松三郎の奥さんが、まだ生きていらっ
しゃいました。そこで、西宮市の雲井町に伺って、写真を見せてもらい、い
ろいろなお話を伺いました。
　それから、浅子のお孫さん、亀子の長女が生きていらして、目黒区に住み
国際基督教大学の教授夫人になっているということが分かりました。そして、
そこにお電話をして、渋谷のハチ公の銅像の前で待ち合わせまして、喫茶店
でいろいろなお話を伺いました。また、二の岡の別荘に一緒に行き、そこも
見学いたしました。
　このように本当に苦労しながら、一つ一つ調べて、調べた先でまた誰かと
つながっていったんです。それから、竹内さくさんという、最年少の十代で
浅子の夏期講習会に参加した方が、大学の家政学の教授となって、ご生存で
あることが分かり、二の岡の別荘での浅子のことを全部聞きました。
　そして、日本経済や、日本のお金がどのように変わっていったかという貨
幣の歴史、それから浅子が生きている間にどのような歴史的な事件があった
かということを勉強して、調べました。大阪大学の教授の宮本又次さんが、
日本の豪商の歴史に詳しく、膨大な本を書いていることが分かったので、何
度も大阪や京都へ行って大変な思いをして調べました。当時お金が無かった
ので、800 円のユースホステルに泊まり、朝はアンパン 1 個と牛乳 1 パック
を自動販売機で買って食べて、そして本当に苦労して調べて、約 800 枚近く
の原稿を書きました。しかし、私はあまり自分が有名になろうという気も無
く、どこか持って行くにも知っている出版社も無いので、本にならないまま
机の中に眠っていたんです。
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人生の転機
　ところが、昭和 63 年創価大学で、たまたま創立者の池田先生がいらして
る時に、私もロンドン喫茶というところに居たんです。すると、そばを先生
のご一家が通って、30 分間先生からいろいろな話を伺いました。その時に、
「今何書いているの」と先生がおっしゃったので、「私、日本で最初の女性実
業家の広岡浅子という人のことを 800 枚近く原稿を書きました。でも、自信
が無いので駄目です」と言って下を向いてしまったんです。すると、奥様
がいらして、「あら、日本で最初の女性実業家、凄く良いテーマじゃないの」
とおっしゃってくださり、先生が「なんとか本になるように考えてあげよう」
とおっしゃって、潮出版社から、『小説土佐堀川』という本を出版すること
になりました。
　800 枚近くの原稿となりますと、上下の 2 冊の本になりますが、無名の人
間ですので、2 冊の本というのは売りにくいんですね。それで、半分に無理
して縮めました。だから、『小説土佐堀川』は箇条書きみたいな小説で、心
理描写は全部カットしてしまっているんです。
　私は、離婚はするし、お金は無いし、本当に運が悪かったんですね。とこ
ろが、先生にお会いした辺りからツキが良くなったんです。
　本が出版されてまもなく、日本で一番の芸能社の東宝の企画室の方が、た
またま本屋さんの前を通りかかって、私の本を読んでくださいました。そし
てこれをお芝居にしようとおっしゃってくださり、東京宝塚劇場で八千草薫
さん、伊東四朗さん、大空眞弓さん、大場久美子さんが演じてくださいまし
た。大同生命が土日は借り切って、3,000 人くらい入る劇場で公演してくだ
さいました。そして毎日放送で、連続ラジオドラマになったんです。
　それで 20 年以上経った時に、NKH のエグゼクティブ・プロデューサー
の佐野さんという方が、朝ドラの候補を一生懸命探していらっしゃいまして、
神戸、京都、大阪の図書館へ行って、片端から本を読んでいき、たまたま『小
説土佐堀川』を手に取ってくださり、これは良いドラマになると思ったそう
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です。そして、去年の 1 月 14 日、広岡浅子の命日に、NHK からドラマ化決
定という正式発表がされました。そして、9 月 28 日から 4 月 2 日まで、第
93 回目の NHK 連続テレビ小説として放送されました。それで全国から、「元
気が出た」「病気を克服します」といったファンレターがたくさん届きました。
大変でしたが、夜中の 1 時、2 時まで返事を書きました。また、ファンの方
が大根や白菜持ってきてくださって（笑）。朝早く大きいボール箱を二箱も
いただいて、1 人で食べられませんので、またそれを全部配りまして（笑）。
本当にありがたいと思いました。
「広岡浅子」から学ぶこと
　やはり、自分の人生を放棄しないで、本当に苦労しても負けない、諦めな
い人生が大切ですね。広岡浅子の主義にもあるように、人間が成功するため
には活力、やる気がなければなりません。それから、真我と小我についてで
す。エゴな我にとらわれて押し通して生きていくと、人間は行き詰まります。
自分のエゴや、小さい自分を超え、より大きい、人のため、社会のため、国
のためと、真我に基準を置いていったとき、人間は行き詰まりがなくなりま
す。また、浅子が一番主張した真髄は「九転十起」、ドラマでは「九つ転び
十起き」と言っていました。「九つ転び十起き」は広岡浅子が作った言葉です。
浅子は「七転び八起き」よりも二回多く失敗しても、また二回多く立ち上が
り、どこまでもめげずに進んでいく、そして必ず自分の立てた目標は完遂し
ていく、そういう前向きな生き方でした。今日、女性活躍推進法という法律
が出来まして、安倍内閣は女性の活躍を主張していますが、今から百数十年
前、誰も女性の人権を認めなかった時代に、自らの生き方によって、女性の
活躍や、先進的な女性の生き方というものを示していった広岡浅子は、偉大
な女性の先駆者であったと言えるでしょう。
　私は有名な作家でも、大した人間でもありませんが、自分に与えられた宿
命から逃げずに耐え抜きました。認められなくても続けていくと、朝ドラと
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いう全国に影響を及ぼすドラマの原案となって結実しました。やはり人生と
いうのは、最後まで諦めずに、努力していくことです。継続は力なり、自分
の立てた目標はやめないことです。そして、今日という一日をいかに自分が
懸命に生きていくかという積み重ねです。
　浅子も、初めから偉大な女性実業家になろうとは思っていませんでした。
とにかく、加島屋と自分にふりかかってきた困難を、必死になって克服して
いく。その間に、生きるという事が鍛えられていったんです。命が鍛えられ
て、強くなって、負けない人生になっていったんです。浅子は肺結核の後に
乳がんになりますが、忙しくて病院に行けませんでした。乳房が赤ん坊の頭
ぐらい大きくなって、乳首が割れて紫色になっていたそうです。末期症状で
したが、今の東大、昔の東京帝国大学の医学部、近藤外科の近藤教授が手術
してくださり、きれいに治って、再発しませんでした。私は、九転十起の負
けない浅子の心意気に、病魔も恐れをなして、退散したのだと思います。
　私自身も、病気に次々とかかり、10 回入院して 6 回手術しております。また、
左目が緑内障で見えなくなってしまい、失明しかけました。しかし、そうい
う時に必ず日本一の名医が現れてくれるんです。それで緑内障も心配なく全
部克服でき、84 歳まで生きてきました。
　運が強くなると、こっちで売り込もうとか策略しなくても、良いお話が向
こうから自然にきます。飛鳥Ⅱという船で世界一周することができ、100 日
間外国を見てきました。
　求めずして自ら得る「不求自得」という古い言葉がありますが、自分を売
り込もうとか、贅沢な生活をしようとか思わなくても、自然に手に入ってい
く境涯が、本当の強い運なんです。そして、強い運というのは、怠けてぼん
やりしていてもつきません。強い運になるためには、人に尽くさなければな
りません。自分が今、当面している問題に、真剣に取り組んで努力しなけれ
ばなりません。努力を重ねていくうちに、必ず運が強くなっていきます。そ
して、運が強くなると、良い人に取り囲まれます。良い話というのは、一人
で歩いてくるのではなく、必ず誰かが持ってきます。そのような境涯にね、
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ならなくてはいけません。
　自慢ではありませんが、この頃、私は自分がその境涯に近くなったかなと
いう気がしています。みなさんも今のうちから、ある程度自分の目標をしっ
かり立てて、その目標が変わる事もあるかもしれませんが、それに向かっ
て、今日一日努力してください。" 今日 " を無駄にしない、その繰り返しです。
負けない見事な勝利の人生、栄冠の人生が輝く事を信じて、頑張ってもらい
たいと思います。よろしくね、頑張ってね。以上です。―（拍手）―
質疑応答
学生Ａ：実は、私の母が古川先生の大ファンでして、『朝が来た』の最終回も、
ボロボロ涙流して見たそうです。私の祖母が亡くなる間際に、母
に渡した小説が『土佐堀川』だったそうで、僕自身、本日先生の
講義を受けられることに、凄い運命を感じています。
古川　：そうですか。お帰りになったらよろしくお伝え下さい。
学生Ａ：今晩、母に、先生の『土佐堀川』出版に至るまでの試練と苦悩と情
熱と、NHK の話をしっかり伝えていきたいです（笑）。ここから
が質問なのですが、先生は作家としてスランプに陥った時に、ど
のように乗り越えていったのでしょうか。
古川　：私の一番のスランプは離婚でした。家族が居ないので常に孤独でし
たが、良い友達に恵まれ、励ましてもらえました。それから、自
分なりに人に奉仕致しました。いろんな市の公演や講座、セミ
ナーを、三十何年間無償でやりました。声がかかると、どこへで
も行きました。全部費用は自分持ちですが、一切報酬は求めない
し、頂きませんでした。お金がなくても、歯を食いしばって、我
慢したんです。浅子ほどは出来なくても、自分なりに、ボランティ
アでずっとやって、克服出来たと思います。どんどんセミナーを
入れて、皆さんにお話すると、自分が元気になれました。だから、
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スランプに陥ったときは、じっとしていないで、何かしなければ
駄目ですね。例えば、ボランティアでも、奉仕でも、何か行動を
起こした方が良いと思います。そしてそれが、人のためになるよ
うな行動であれば、非常に良いと思います。
学生 A：今日しか出来ない事を頑張りたいと思います。いつやるか、今で
しょ、ですね。
―（拍手）―
　
学生Ｂ：人間学の授業で古川先生が来ると聞いた時に、急いで購買で小説を
購入いたしました。
古川　：お金使わせてしまってごめんなさいね。
学生Ｂ：いえ、お金以上の価値をいただきました。小説を読んだ中で、浅子
が鉱山にピストルを持って行くシーンが大変印象的でした。その
シーンについて、先生は先ほど、護身用のピストルとおっしゃい
ましたが、小説の中では、自決用とあったので、先生に伺おうと
思いました。
古川　：小説というのは、色々変えたりして、惹きつけなければならない
んです。単なる護身用で終わってしまったら、たとえ撃たなくて
も殺人みたいになってしまいます。だから、ドラマティックに物
語を高めるために、最後は自分の喉にピストルを当てて、自分が
これを失敗したら生きて帰らないつもりだという、自決する覚悟
をほのめかしました。詐欺などマイナスの嘘は良くありませんが、
作家は結構、いろいろな手を打っています（笑）。浅子と会ってな
いし、炭鉱に行ってないから、何にも分からないので、嘘付くし
かないでしょう（笑）。しかし、ピストルを持って行ったことは記
録に残っているので、そこまで覚悟したということですね。当時
も今も考えられないです。浅子は、よほど気が強かったのかもし
れませんね。
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学生Ｂ：ありがとうございます。
―（拍手）―
　
学生Ｃ：私、小学校二年生の時から小説家を目指していまして、古川さんの
講義を聴けることが嬉しくて、大変感動しています。私も今、小
説を書いているので、さきほどのスランプの話が大変身になった
んですが、先生の発想はどこから湧いてくるのでしょうか。
古川　：私は、どちらかと言えば、理知の人間ではなく、情感の人間なの
で、想像力が凄く豊かなのだと思います。だから、思いが自然に、
いくらでも浮かんできます。これは、小さい時、たくさん本を読
まされたことに関係があると思います。お土産が、おもちゃだっ
たことは一度もなく、全部本でした。また、うちは、太宰治が卒
業した旧制弘前高校の真向かいで、和菓子屋と喫茶店を営んでい
たんですが、喫茶店にコーヒーを飲みに来たお客さんでお金払え
ない方は、本を持って来て置いて帰るんです。母はお人好しだか
ら、本でも良いって言ったんでしょう。私は、押入れに山積みに
なるくらいの本を、小学校の頃から読んでいました。やはり、良
書をたくさん読んで、いろいろな事を想像してみる訓練をしてい
けば良いと思います。ある女性作家は、「作家になる条件は何です
か」と聞かれとき、「鈍」「根」「運」と言ったそうです。才能の「才」
とは言いませんでした。「鈍」は鈍いようでも繰り返し努力をして
いくこと。「根」は逃げない、捨てないという粘り強さ。そして「運」
を強くしていかなければなりません。たくさん良書を読んで、い
ろいろな事を想像したりして、書くことをずっと続けてみて下さ
い。頑張ってね。
学生Ｃ：はい、ありがとうございます。
―（拍手）―
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学生Ｄ：受験期でしたが、『朝が来た』だけは毎日撮り溜めして観ていまし
た。最近、歴史の本を読んでいるのですが、近代史、昭和、明治
より前の時代の本は難しいイメージがあって、あまり手が出せな
いでいます。古川先生は、どのような本を読んでいたのでしょうか。
また、その本を読んで、どのようなことを学んで、どのように自
分が変わっていったのでしょうか。
古川　：私も、歴史はあまり得意じゃありません。だから、" 特別にこの本
" というのは挙げられないのですが、『歴史街道』のような全体の
流れが分かる概略的なものが、いくらでも売っていると思います。
私も『日本史』という、その年にあった事件が書かれている本を、
いつもそばに置いて見ています。だから、初めは簡単な日本史の
概略本を買うといいのではないかと思います。また、私が尊敬し
ている人は、司馬遼太郎先生です。司馬先生の歴史感は凄いと思
います。司馬先生の『街道がゆく』など、歴史のことをいろいろ
書いたものを読んでみると良いと思いますよ。
学生Ｄ：はい、ありがとうございます。
―（拍手）―
　
学生Ｅ：私は芥川賞作家を目指しています。
古川　：頑張ってください。芥川賞の選考委員長の宮本輝先生は、『土佐堀川』
の解説を書いてくださいました。
学生Ｅ：質問なのですが、小説を書くうえで、影響を受けた小説家を教えて
いただけないでしょうか。
古川　：やはり、司馬遼太郎ですね。それから、東京女子大で私と同期だっ
た有吉佐和子です。当時、有吉さんの『恍惚の人』は 100 万部売
れて凄かったんです。この本は、今騒がれている、認知症の老人
問題をテーマにして書かれています。それから『複合汚染』という、
いろいろな公害の問題について書かれている本もあります。有吉
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さんの小説は、凄く調べて書いているんです。作家の中には、自
分の感覚で書く人も居るんですが、それは本当に才能がある人
だと思います。作家というのは、自分の命を削っていく商売で
す。川端康成は、『小説作法』という本で、" 文章を書くという事は、
骨のペンに血のインクを付けて書くこと " と書いています。ものを
書くというのは、それだけ大変なんです。だから、やはり有吉佐
和子さんや司馬遼太郎先生は、その見識の広さが凄いと思います。
『竜馬がゆく』はお読みになりましたか。司馬先生は文章が簡潔で、
裏側に凄い思想があるので、お薦めします。
学生Ｅ：ありがとうございました。
―（拍手）―
　
学生Ｆ：浅子の人のために率先して動く行動力、その生き方に何度も励ま
されて、楽しく観ていたんですが、先生はドラマ化が決まった時、
実際にドラマを観てどう思いましたか。
古川　：良い質問ですね。朝ドラには、原作者ではなく、「原案」と出るん
です。原案ということは、元になった小説とドラマがかなり違う
ということなんです。例えば、小説に出てこない人物が、ドラマ
にはたくさん出てきます。小説では、浅子の姉のはつさんは、天
王寺屋が破産して、長屋の片隅に逃げて行ったところで消えてし
まっています。しかし NHK では、姉妹の物語を書くために、その後、
はつがみかんの農家になることなど、全部脚色しています。普通
の作家は、このような脚色について NHK に文句を付けるそうで
す。NHK から、「先生の小説と違うところが随分あるかもしれま
せん」と言われたので、「あなた方は、何十年とこの道を歩いて来て、
努力なさって、良いドラマを作っているプロですから、素人の私
は一切口出しはしません。どうぞ、のびのびと自由にやって下さ
い」と申し上げました。私は、大衆に浸透していくためには、い
時代の先駆者たれ  ―広岡浅子の生涯を通して―（21）
ろんな山や谷をつけて、そういう形を取った方が良いと思うんで
す。例えば、ディーン・フジオカさんが演じた五代友厚は、小説
に少ししか出てきませんが、ドラマではずっと出てくるわけでしょ
う。だから、私はそれで良いと思って、満足しています。その結
果が今世紀最高の視聴率ですから、NKH のスタッフのやり方は間
違ってなかったと思っています。あまり、細部にこだわらないで、
自分の小説を取り上げて頂いただけでも感謝しますと申し上げま
した。それで、3 月 10 日にホテルニューオータニ大阪で、ドラマ
の撮影が終わった後の打ち上げパーティーがありました。波瑠さ
んも、玉木宏さんも、辰巳琢郎さんもみんな側へ来てくださいま
した。そしたら、NHK のお偉いさんが、「先生がクレーム付けな
いから、凄くやりやすかったです。ありがとうございます」と言っ
て、名刺を持って来てくださったんです。それから、日本女子大
のお偉いさんも打ち上げパーティーにいらっしゃって、「先生が広
岡浅子を書いて下さったおかげで、今年の受験応募者が 1500 人も
増えました。宣伝になって、ありがとうございます。」と言ってく
ださいました。　
学生Ｆ：ありがとうございます。
―（拍手）―
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会場：創価大学 S2 0 1教室
　　　　
　みなさん、おはようございます。ご紹介いただきました女優・歌手の島田
歌穂と申します。今日はこのようなチャンスをいただき、感謝でいっぱいで
す。実は私は、創価大学の通教生です（笑）。スクーリングが大好きで、卒
業目指してがんばっております。今回の講義のお話をいただいた時に、在籍
中の私が担当させていただいていいのであろうかと悩みました。実は一昨年
にも、通教の夏季スクーリングの特別講義を担当させていただきました。そ
のときも必死でしたが、今回は通教ではなく文学部の講義ということで、ど
うやって何を語ったらいいんだろう、と本当に悩みました。それで文学部人
間学科の三指針をネットで検索させていただきました。「生命の尊厳の探究
者たれ」「人類を結ぶ世界市民たれ」「人間主義の勝利の指導者たれ」――こ
れを日々、生命に刻んでおられるみなさんに私は何をお伝えできるのか、不
安でいっぱいですが、この出会いを与えていただいたことに感謝して、精一
杯お話しさせていただきたいと思います。
　タイトルは「出会いは人生の宝物」です。一昨年私はデビュー 40 周年を
迎えました。振り返ると、良いときも悪いときも、うれしいときも悲しいと
きも苦しいときも、すべての出会いに意味があり、その一つ一つが私の心の
なかの宝物になっています。どれひとつ欠けても今の自分はない、まさに出
会いは人生の宝物なんだと、そう感じる日々であります。拙い人生ですけれ
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ども、私自身のこれまでのさまざまな出会いを辿りながら、そのなかで学ば
せてもらったこと、影響されたこと、また深く心に残っていることなどを紐
解いていきたいと思います。
生い立ちからデビューまで
　私は 1963 年に生まれました。父親似で、瓜二つ。父は音楽家でした。母
は宝塚歌劇団の女優からジャズ歌手になった人です。その二人の間に生まれ
た一人っ子です。歌穂は本名です。父の名前が敬穂（たかほ）というので、
そこから字をもらって、歌に穂で歌穂という名前になりました。両親の影響
で音楽が常に家のなかにあふれていました。母は私がおなかにいる時にもス
テージで歌っていたので、いわゆる胎教で母が歌うジャズを聴いていたんで
す。また、父が家でボイストレーナーとして歌を教えていたので、気がつい
たら英語の歌を耳で聞いたまま真似して歌っているような子どもでした。そ
して４歳でバレエを習い始めました。バレエの稽古も大好きで、休まずに通っ
ていました。物心ついたころから私は歌ったり踊ったりすることが大好きな
子供だったんです。
　1974 年、テレビドラマに子役としてデビューしました。『がんばれロボコ
ン』という番組です。おそらくみなさんのお父さま、お母さまの世代は知っ
ていらっしゃると思います。ロボコンという、根はいいけれどドジばかりし
ているロボットが主人公で、その憧れのマドンナであるロビンちゃんの役で
した。この番組がすごくヒットし、それをきっかけに子役の仕事も順調に続
いていきました。これが私にとって、この仕事との最初の出会いでした。い
い出会い、いいスタートをさせていただきました。
　しばらく子役時代が続いた後の 1981 年、高校生になったときに、アイド
ル歌手をやってみないかと言われました。せっかくのチャンスと思い、私は
「マンガチック・ロマンス」という曲でアイドルデビューをしました。女子
がみんな松田聖子さんの髪型をまねていた時代です。2 曲目は「今がチャン
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ス！」という曲で、計 4 枚のシングルを出したのですが、これが全然売れな
くて、どんどん仕事が減っていきました。17、18 歳の頃には「やっぱりこ
の世界、向いてないのかしら」と、悶々とした日々が続きました。初めて挫
折感を味わった時期でした。
ミュージカルの舞台へ
　悶々としていても仕方がないので、1982 年、小さいころから憧れていた
ミュージカルのオーディションを受けてみようと思い立ち、『シンデレラ』
という舞台のオーディションを受けました。ミュージカルは歌と踊りと芝居、
好きなことが一遍にできるので、いつか挑戦したいと思っていたんです。主
役のシンデレラには 300 人ほどの応募者がいましたが、なんといきなりシン
デレラ役で合格することができました。初舞台で主演ということで嬉しく思
う反面、私に務まるのだろうかという不安もありました。必死で稽古して、
初日を迎えました。すると、メイクをして衣装をつけて観客の前に立ったと
きに、なにか自分が今までまったく気づかなかった、ずっと奥底に眠ってい
たエネルギーのようなものがふつふつと湧いてくる感じがしました。ミュー
ジカルってなんて楽しいんだろう、もしかしたらここが一番自分が輝くこと
のできる場所かもしれない、よし、私はこの舞台女優への道を歩いていく
ぞ！って初日の舞台の上で思ったんです。固く決意することができたんです
ね。その時の光景は忘れられません。私がミュージカルと大きな出会いをし
た瞬間でした。
　舞台女優への道を決意してからは、なんの未練もなくアイドル歌手をやめ
ました。アルバイトをしながら、ダンスや歌のレッスンをして、オーディショ
ンを受ける日々が始まりました。いろいろなオーディションを受けました。
受かったものもありましたが、落ちたのもいっぱいありました。受かっても、
急に良い役がもらえるわけではなく、アンサンブルといって、セリフも一言、
二言で、舞台の隅のほうで歌ったり踊ったりするところからのスタートでし
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た。なかなかスポットライトを浴びることもできません。主役の方が近づい
てきた時に、そこに当たっているスポットライトの端に何としてでも入って、
そのなかでいかに目立つか努力する（笑）、そんな日々でした。それでも一つ
一つ作品をやらせていただくなかで、演出家や音楽家、スタッフの方々から
「歌穂ちゃん、こんな作品のオーディションがあるんだけど、受けにおいでよ」
とか、「歌穂ちゃん、こんな役あるけど、やってみる？」と声をかけていた
だけるようになり、徐々に役をいただけるようになっていきました。
芝居との出会い
　ミュージカルをやりながら、同時に芝居との出会いもありました。ご縁が
あり、井上ひさしさんのこまつ座の舞台に出させていただくようになりまし
た。それまで西洋のミュージカルしか知らなかった私にとって、これは非常
に大きな出会いでした。『日本人のへそ』、『イーハトーボの劇列車』、そし
て『花よりタンゴ』という井上さんの書き下ろしの作品にも出演させてい
ただきました。井上さんの作品との出会いで、日本語の美しさ、深さ、難
しさ、大切さ…本当に多くのことを学ばせていただきました。非常に大き
な女優修行の原点となった出会いでありました。
　様々な舞台と出会う間には、アルバイトをしていた時期もありました。皆
さんのなかにもアルバイトされている方がたくさんいらっしゃると思います。
私は実家で暮らしてはいたんですけれども、歌やダンスのレッスン代はや
はりお金がかかりました。レッスン代だけは親に迷惑をかけてはいけないと
思い、アルバイトを探し始めました。そのとき父が声をかけてくれたんです。
当時父はある店でショーの構成、編曲、そしてピアニストとして仕事をして
いました。そこで私もジャズを勉強するように勧めてくれました。父が働い
ていたお店で、2 年半ほどアルバイトしながらジャズの基礎を学んで、お客
様の前で歌わせてもらうことができました。これは本当に幸いなことでした。
　思い返してみれば、19 歳から 21 歳の、みなさんと同じ時期の私は、アイ
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ドル歌手としては売れず、ミュージカル女優の道を歩み始めながらも、それ
が軌道に乗るまでの間は、アルバイトをしながらオーディションを受け、苦
しくて悩んだ時期でもありました。でも、もしアイドル歌手として売れてい
たら、ミュージカルとの出会いはなかったかもしれないと思いますし、もし
舞台を始めてすぐ仕事が軌道に乗っていたら、アルバイトをしてジャズの基
礎を学ぶという出会いもなかっただろうと思います。本当にすべてに意味が
あり、何一つ無駄な経験はないということを感じています。
『レ・ミゼルブル』のオーディションに合格
　その後、人生を変える大きな出会いがありました。1986 年に、ミュージ
カル『レ・ミゼラブル』のオーディションを受けました。このミュージカルは、
原作がフランスの大文豪、ヴィクトル・ユゴーの代表作とも言われている作
品です。創立者池田先生もしばしば『レ・ミゼラブル』に言及されています。
主人公ジャン・バルジャンを中心に、さまざまな人々の愛が描かれた作品で
ありますが、これがイギリスでミュージカル化されたのが 1985 年、日本で
は 1987 年からロングランが始まることとなり、それに向けての大々的なオー
ディションが行われました。あるとき劇場に入ると「あなたに白羽の矢が立
つ！」という大きな見出しのポスターがありました。なんだろうと思って見
ると、『レ・ミゼラブル』のオーディションの応募要項が書いてありました。
プロ、アマ問わず、老若男女問わず、全役のオーディションを行う、これは
スターを作るミュージカルである！という広告です。私は、これは何かすご
いことが起きそうだと思って応募しました。
　しかしあまりに大きな作品ですので、主な役は有名な方がやるに違いない
と思っていました。スタッフも海外から来るということでしたので、とにか
くこれは力試しで、参加することに意義があると思って応募しました。全国
から 12,000 人の応募者があり、私が受けたエポニーヌの役は一番高い競争
率の 3,000 人以上の応募者が集まりました。これが一次審査、二次審査、三
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次審査、そして最後に四次審査まであって、最終的に合格することができた
んです。他に主な役で合格された方は、鹿賀丈史さん、滝田栄さん、岩崎宏
美さん、斉藤由貴さん、鳳蘭さん、野口五郎さん、斉藤晴彦さん、という、
大変に有名な方ばかりでした。そこに無名な私が一人ぽつんと入らせていた
だいた形で…こんな大きな舞台の、こんな大きな役が私に務まるのだろうか
と、稽古をすればするほど不安が募る一方でした。これはなにかの間違いで
はないか、どっきりカメラかなにかではないか（笑）、と思いました。でも
とにかく、今の自分に与えられた使命を果たせるように、できる限りの力を
与えてください、勇気を与えてください、と祈る思いで毎日毎日必死にお稽
古を重ねていきました。
人生の師匠との原点
　そして初日まであと一ヶ月となった、忘れもしない 1987 年 5 月 10 日、あ
りがたいことに人生の師匠池田先生と初めてお会いする機会に恵まれました
（第 10 回芸術部総会）。そこで先生は北原白秋の生き方を通して、芸術に対
する大事なご指導をしてくださいました。そこで私が命に刻ませていただい
たのは「本物になりなさい」というご指導でした。「大事なことは、本質が光っ
ているかどうかである。本物はどこまでいっても本物であり、偽者はあくま
で偽者である。芸術の道を探求されている皆さまは、世間の風評などに左右
されず、自らの道を、日々、確かな足取りでたゆみなく進んでいただきたい」。
　芸術家として技術を磨くことは当然だが、それとともに自分自身の命の鏡
を磨いて、磨いて、何物にも揺るがない本物の芸術家になりなさい、と。こ
の日が私にとって人生の師匠との原点を刻ませていただいた、生涯忘れえぬ、
かけがえのない出会いの瞬間でありました。
　こうして大きな勇気をいただいて、いよいよ『レ・ミゼラブル』の初日を
迎えることができました。この作品が大評判となり、連日大入りの超満員
でした。新聞や雑誌、各マスコミでもこの『レ・ミゼラブル』は大絶賛され、
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なかでも無名で新人の島田歌穂という女優がとてもがんばっているという風
にも書いていただきました。そこで、私はこの作品をきっかけに芸術選奨文
部大臣新人賞という大きな賞をいただき、ＮＨＫの音楽番組にレギュラーで
出演、紅白歌合戦にも 2 年連続で出場させていただきました。初出場のとき
に私は『レ・ミゼラブル』のソロ曲を歌ったのですが、この時の白組では市
村正親さんが「オペラ座の怪人」を歌われて、紅白でミュージカル対決をさ
せていただきました。思い出深い場面です。
　またイギリス王室主催の「ザ・ロイヤル・バラエティー・パフォーマンス」
という夢のようなステージにも出演させていただきました。これは、ずっと
昔から毎年行われているチャリティー・コンサートで、毎年世界中からアー
ティストが集まって女王陛下の前でそれぞれのパフォーマンスをお見せする
という舞台です。ちょうど『レ・ミゼラブル』が世界各地で公演され始めて
間もない頃でしたので、世界のキャストを集めて女王陛下にお見せしようと
いうことで、ロンドンのカンパニーに加えて、ジャン・バルジャン役はイス
ラエルから、革命のリーダーのアンジョルラス役はニューヨークから、そし
てエポニーヌの役は日本から私が出演させていただくことになりました。こ
のようにインターナショナルなキャストで、女王陛下の前でレ・ミゼラブ
ルのメドレーを披露させていただきました。それぞれの母国語で歌った後
に、最後は全員英語で大合唱をしました。私も日本語で自分のソロを歌わせ
ていただきました。終わったあと女王陛下が一人ひとりに声をかけてくださ
り、握手してくださいました。私はすごく緊張してしまい、ご挨拶の言葉を
「I’m very honored to meet you」という丁寧な言葉で一生懸命練習していた
んですけれども、いざ女王陛下にお会いした瞬間、「Thank you very very 
much」としか言えませんでした（笑）。これも忘れえぬ光栄な出会いの瞬間
でありました。また、その後、『レ・ミゼラブル』の世界のキャストでレコーディ
ングをしたベスト・キャスト・アルバムが作られ、私は日本人で一人だけ参
加させていただきました。シドニーで、全部英語で録音したんですが、なん
とこれがグラミー賞を取ることができました。
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　こうして私は、『レ・ミゼラブル』との出会いによって人生を大きく開
いていただきました。それからずっとロングランが続き、私は 1987 年から
2001 年まで 14 年間参加させていただきました。出演回数も 1000 回を超え、
自分自身もまさかこれほど長く続けることになるとは思っていませんでした。
ロングランへの参加が終わったあとも特別公演があり、2011 年のファイナ
ル公演をもって私は『レ・ミゼラブル』を卒業しました。
　作品との出会いとともに、演出家との出会いも本当に大きいものがありま
した。ジョン・ケアードというイギリスの演出家から学ばせていただいたこ
とがたくさんありました。『レ・ミゼラブル』は、セリフはなく、すべて歌
で運んでいく作品です。ですので、いかに歌をセリフとして伝えるか、い
かに歌で会話していくかという、歌を芝居で伝えるということを徹底的に教
わりました。また、ロングラン公演の一回一回をいかに新鮮にやっていくか、
ということも教わりました。小さなことでもいい、毎回何か新しいことに挑
戦し続けていきなさい、新しい挑戦をすることで必ず新しい発見があるはず
だ、と。日々自分に挑戦し続けることの大切さ、それを大きく学ぶことがで
きました。
両親との別れ
　このロングランが続く間、女優としても歌手としてもさまざまな出会いが
ありました。まずは『アニーよ銃をとれ』というミュージカルで初めて主演
を務めました。そして『スウィート・チャリティー』や『江利チエミ物語』。
さらに、さまざまなお芝居にも挑戦しました。こまつ座の井上ひさしさんの
『黙阿彌オペラ』という書き下ろしの作品です。そしてシェイクスピアの『ロ
ミオとジリエット』ではジュリエットを演じました。ちなみにロミオ役は内
野聖陽さんでした。内野さんが主役をされた『ベガーズ・オペラ』という作
品にも出させていただきました。また、歌手としては、『HOTEL』という
ドラマで主題歌と挿入歌を歌わせていただき、これがヒットソングとなりま
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した。アルバムを出し、コンサート・ツアーもやらせていただけるようにな
りました。こうして仕事の上で順風満帆にさまざまな出会いを重ねるなか、
プライベートにおいては大きな別れもありました。
　実は『レ・ミゼラブル』をやっている最中、1990 年には母が肺がんで他界、
1998 年には父が心不全で他界しました。しかし父も母も本当に見事な最期
を見せてくれました。
　母は食道から肺にガンが転移しましたが、最期の最期まで苦しまず、穏や
かに淡々とガンに向き合う、という闘病生活を送りました。私がコンサー
ト・ツアーでしばらく東京を離れていたときに急に容態が悪化して、死に目
に会うことはできなかったのですが、私はその訃報を聞きながらなんとか踏
ん張って本番を終えて東京に戻りました。最初は母の顔を見るのが怖かった
のですが、勇気を出して母の顔を見ると、本当にきれいな清々しい、良い顔
をして眠っていてくれたんです。私はその顔を見たとたんに、悲しい気持ち
がポーンと飛んでいってしまいました。思わず、「お母さん良かったね、大
勝利だね、おめでとう」って声をかけていました。まさか自分の口から「お
めでとう」という言葉が出てくるとは思ってもみませんでした。でも、母の
すやすやと気持ちよさそうに眠っている顔を見たとたんに、死ぬというのは
決して悲しいことではないんだ、母は母の人生を生き抜いて戦い抜いて何も
悔いはないんだ、これは別れではなくて母の次の人生に向けての出発なんだ
と思いました。母の顔が、一瞬にして、生死というものを前向きに受け入れ
させてくれました。これもまた忘れられない、母が最後に私に大切なことを
教えてくれた瞬間でありました。
　父の死も急でした。父はもともと高血圧で心臓が弱く、脳梗塞で二回ほど
倒れて、社会復帰したのですが、最終的に心臓が持ちこたえられずに亡くな
りました。父は北海道の生まれですが、あるとき父のふるさとに素晴らしい
音楽ホールができることになり、その杮落としで音楽祭をやることになりま
した。父がその構成と演出と音楽、作曲・編曲、演奏、指導など全部を任せ
ていただき、その準備のために何度も何度も北海道に通っていました。そし
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て私も父と一緒にそのコンサートに出る予定でした。準備を全部やり終えて、
その本番の直前に父は倒れて、そのまま亡くなってしまったんです。あまり
に急なことで、私は愕然としてしまいました。ところが、父のふるさとの皆
さんが「お父様の意思ですから、予定通りやりましょう」と言ってください
ました。父の追悼コンサートという形で、故郷の皆さんで父を送り出してく
ださり、本当に感動的な音楽祭にしていただきました。後から考えれば考え
るほど、父は最期までやるべきことをやりきって、何の悔いもなく、その時
を選んだんだ、父も父の人生を戦いきったんだと感じます。人生を誇らしく
生きぬくということを、私は父の姿から教わりました。
　皆様のなかにも、お父さま、お母さまを亡くされた方がいらっしゃるかと
思いますけれども、両親との別れというのは、もちろん悲しいことです。で
すが父と母がその最後に人生の大勝利の姿を見せてくれた。このことによっ
て私は悲しい思い出というよりも、感謝の思い出にさせてもらうことができ
ました。なんて幸せな娘だろうと、両親に感謝でいっぱいであります。今日
のテーマは「出会い」ですが、「別れ」というものもまた非常に大切なもの
を私のなかに残してくれましたので、プライベートな話になってしまいまし
たが、少し両親のことを紹介させていただきました。
人生の伴侶との出会い
　両親との別れの間に大きな人生の出会いもありました。1994 年、私は人
生の伴侶と出会いました。夫は島健という作曲家、編曲家、プロデューサー、
ピアニストであります。そして島田歌穂はもともと私の本名でしたが、たま
たま島さんという人と結婚したので、今の私の本名は島歌穂です。「たぬき」
になってしまいました（笑）。主人は多くのアーティストの方々と仕事をご
一緒させていただいています。たとえば、サザンオールスターズさん。昔
「TSUNAMI」や「白い恋人達」をはじめ、桑田佳祐さんのいろいろなプロ
ジェクトに参加させていただき、最近出された「葡萄」というアルバムも何
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曲かアレンジを担当しています。また、JUJU の新しいジャズアルバムのプ
ロデュースや、中島美嘉さん、浜崎あゆみさん、平原綾香さん、ゴスペラー
ズ、GLAY、それから先輩では森山良子さん、加藤登紀子さんともお仕事を
ご一緒させていただいています。
　私自身も主人とのデュオ・コンサートや、アルバムなどいろいろな活動を
しています。『ウエストサイド・ストーリー』や『蝶々さん』、『The Light 
in the Piazza』等のミュージカルも、主人の音楽監督で一緒に作ってきまし
た。私の両親は音楽家と女優・歌手という組み合わせだったのですが、気づ
けば私自身も音楽家と結婚していて、縁、出会いというのは本当に不思議な
ものだと思います。あっという間に、今年で結婚して 22 周年になりましたが、
この出会いに感謝して、これからも夫と共に、いい作品を沢山作っていきた
いと思っています。
教育の道へ
　ここまで多くの出会いが、仕事上でもプライベート上でもありましたが、
実は教育の分野でも出会いがありました。2003 年、大阪芸術大学から「歌
の授業をやってみませんか」というお話をいただきました。まさか私が教育
の場に携わることになるとは思ってもみませんでしたので、びっくりしてし
まって、お引き受けするかどうか悩みました。その中で、ふとあることに思
い至りました。私の父は晩年、ミュージカル俳優を目指す若い人たちに歌を
教えていました。たくさんの教え子たちに囲まれている父の姿は本当に嬉し
そうで、きっと父にとって教え子の一人一人が宝物なんだろうなぁ、と感じ
ていた、その光景を思い出したんです。私がお話をいただいたのも、もしか
すると決して偶然ではないのかもしれない、父の思いを少しでも受け継ぐこ
とができる機会かもしれないと思いました。そして、2003 年 4 月から大阪
芸術大学舞台芸術学科ミュージカルコースで授業をさせていただくことにな
りました。教えるというよりも、今まで経験してきたことを最大限に伝えら
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れることを伝えさせていただこうという思いで取り組んできました。気づけ
ばもう 13 年になりますが、毎回毎回、授業に行くたびに私のほうが学生から
いっぱい学ばせてもらって、たくさん元気をもらっています。元気をもらって
いるというより、若さを吸い取らせてもらっているっていうんでしょうか（笑）。
　今日も、もしかしたら皆さんからすごく若さを吸い取らせてもらっている
かもしれませんが、創価大学ともありがたい出会いをさせていただきまし
た。ちょうど大阪芸術大学からお話をいただいた頃に、大親友で女優の田中
美奈子さんから「一緒に創価大学の通教やってみない？」と誘われたんです。
私は子役から仕事を始めて、なんとかギリギリで高校を卒業できたような状
況だったので、教える立場になると同時に、もう一度学び始めようと、2003
年に創価大学に通教生として入学しました。入学式には創立者の池田先生も
ご出席され、温かな眼差しで学生たちを包み込むようにスピーチをしてくだ
さる師匠のお姿に、ただただ大感動でした。また、夏季スクーリングでの出
会いがまた素晴らしく、日本全国だけでなく海外からも、年齢も関係なくす
べての壁を乗り越え、同じ学生として学ぶ、この出会いにも毎回たくさんの
感動があります。通教で出会った方々とは今でも交流が続いています。
　大阪芸術大学で教えた卒業生たちは、今では実際に社会の舞台でどんどん
活躍してくれています。劇団四季、東宝のミュージカル、ディズニーランド
やディズニーシーでショーに出ている卒業生もいます。そして私自身も卒業
生と同じ舞台で共演できるようにもなりました。これほど幸せなことはない
と思っています。一人でも多くの教え子と共演できるように！と、私の大き
な励みの一つにさせてもらっています。これからも文化とともに教育の場で
も、使命のある限り精一杯頑張っていきたいと思っています。
更なる挑戦
　こうして教育との出会いがあった後にも、女優として大きな挑戦をさせて
いただきました。2006 年、『飢餓海峡』というお芝居への挑戦でした。この
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ときの演技に対して、大変嬉しいことに、紀伊国屋演劇賞個人賞、読売演劇
大賞優秀女優賞という栄えある賞をダブルで受賞することができました。こ
れも女優として、さらに扉を開いていただいた大きな出会いでありました。
　執筆にも挑戦して本も出させていただきました。「私の祖母は 101 歳のお
嬢様」というタイトルで、祖母の生涯を孫がつづるという形での出版です。
祖母は、私の両親の亡き後、両親の分も生きて、生きて、生き抜いて 101 歳
で天寿を全うしました。95 歳のときには一緒にニュ－ヨークに行きました。
自由の女神を背景にとった写真は「二人の女神」と呼んでいます（笑）。祖
母は亡くなる数日前まで私のステージを見に来てくれていました。そして最
後まで一人暮らしを貫きました。そんな祖母の人生について書くという挑戦
でした。
　思い返すと、私は母が亡くなったときもコンサート・ツアーのステージで
歌っていて、父が亡くなったときもその追悼コンサートのステージで歌って
いた、そして祖母が亡くなったときも私はコンサートで歌っていました。こ
れは何があってもお前はステージで歌いなさい、という私が歩むべき使命の
道を教えてくれているように思えて仕方がないんです。もちろん今でも、自
分の歩んでいる道は本当にこれで正しいのだろうかと、ときどき壁にぶち当
たって分からなくなるようなことがあります。でもそんな時には、家族が私
の中に残していってくれたものが大きな力を与えてくれていることを感じま
す。しっかりとずっと見守ってくれていることを信じて頑張って歩き続けて
いかなければと思います。
　こうしてさまざまな出会いを重ねて、気づけば生まれてもう半世紀を過ぎ
ました。振り返れば振り返るほど、私は生まれ育った環境のなかで、なんの
抵抗もなく両親と同じ芸術の道を自分自身の使命の道だと信じて、たくさ
んの出会いと機会に恵まれながら、その一つ一つを宝物、大きな勇気として、
まっすぐにここまで歩いてくることができました。これからもひとつでも多
く宝の出会いを重ねていけるように、そしてそうした宝物を届けられる人と
なれるように、生涯、日々自分自身を磨き続けていきたいと思っております。
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むすびに
　最後に、未来への希望あふれる使命深き皆さんに、池田先生の『青春対話』
から一節を読ませていただきたいと思います。
　「ある意味で、どんな時代にも、深刻な苦しみはある。どんな時代にも、
青春は悩みとの葛藤です。また、勉強のことだけではない、家族のこと、健
康や容姿のこと、異性のこと友人のこと、いろいろな悩みがある。苦しみも
ある。不安もある、悔しさもある、悲しみもある。あらゆる悩みとの戦いが
青春時代です。そのなかでもがきながら、暗雲を書き分け、太陽に向かって
いこう。希望に向かっていこう。この力が青春です。悩みや失敗や、後悔が
あるのは当たり前です。大事なのはそれらに負けないことだ。悩みながら、
苦しみながら、前へ前へ進むことです。大事なのは、じっとこらえて今に見
ろ！の精神です。青春はあせってはならない。君たちの人間としての真価が
問われるのは 10 年後、20 年後、30 年後です。そのときにどうかです。その
ときに使命を果たしたかどうかです。すべての人に自分でなければできない、
自分の使命がある。使命がなければ生まれてきません」。
　また、「使命をわかるにはどうしたらいいんでしょうか」という質問に、
池田先生はこう語っておられます。「じっとしていたのではわからない。な
んでもいい、何かに挑戦することです。その努力の積み重ねのなかから自然
に方向性が決まってくるものです。だから、いま、自分がやるべきことは何
なのか、それを避けてはいけない。目の前の山を登れ。ということです。山
に登ればともかく足は鍛えられる。鍛えられた分、次のもっと大きい山に挑
戦できる。この繰り返しです。使命があるんだ、ということを忘れない人は
強い。どんな悩みがあっても負けない。悩みを全部、希望のエネルギーに変
えていけるのです」。
　学生の皆さんの年代では、大学生活のなかで何か結果を出さなければいけ
ないと焦るときもあるでしょう。でも私がいつも学生の皆さんにお伝えして
いることは、焦るな、ということです。社会に出てからが本当のスタートだ
出会いは人生の宝物（37）
から、20 代は全部やり直しがきくから、いくらでも失敗していいというこ
とを、自分自身が感じてきた実感として伝えています。本当に使命深きお
一人お一人です。どうか皆さん、自分を信じて、そして一つ一つの出会いを
宝物にして、自分にしか果たせない使命の道を堂々と歩んでいってください。
ご清聴ありがとうございました。
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人間学科共通科目「人間学」講演
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　みなさん、こんにちは。ただいま紹介を頂きました尾車でございます。今
日は、文学部 1 年生のみなさんにお話をさせて頂くということで、創価大学
に来させて頂きました。先ほど、私の現役時代のビデオを見て頂きましたが、
私が相撲をとっていた頃は、みなさんはまだ生まれていらっしゃらないと思
います。実は、この創価大学の近くには何度となく足を運ばせて頂いており
ますが、その度に、正門の方から校舎の方角を見て、「創大で自分のことを
語れるような人生に」と思ったことが何度もあります。今日は、私自身も夢
が叶い、感無量の気持ちでおります。
　昭和 60 年の引退後、本業は大相撲としながら、それ以外にも、NHK の解説、
また日曜日の夜に放映されているサンデースポーツという番組にて、大相撲
の解説をさせて頂いております。そういうわけで、全国の多くの大相撲ファ
ンのみなさんから「尾車親方の話を聞いてみたい」と、全国各地に呼んで頂き、
これまで 2000 回を超えるほど、全国で講演をさせて頂きました。現在もお
話を頂いており、いろいろなところで講演をさせて頂いております。私とし
ては、「今日のために、2000 回の講演があったんだな」と思っておりまして、
今日は一番力が入っています（拍手）　しかし、力が入りすぎてポカをする
ということはよくありますから、「最終的に親方は、僕たちに何が言いたかっ
たんだろう」とならないようにお話をさせて頂きますので、そのあたりは私
（40） 創価人間学論集　第 10 号
の気持ちを汲んで頂いて、ご容赦頂ければと思います。
傷だらけの勲章
　先ほど見て頂いたビデオにあったように、現役時代の体重は、165 キロく
らいありました。一番腫れ上がった時は、175 キロありましたが、現在の体
重は 95 キロほどです。14 歳で入門した当時は 105 キロだったので、35 年ぶ
りに、100 キロを切ったことになります。100 キロを切るなんてありえない
と思っておりましたから、つるしの服があう、といろいろな所で感動しまし
た。小錦さんが入るようなパンツが既製品として売っている両国には、大き
いものになると 8L などが売っているのですが、私も、いつも両国で 5L や
ら 6L やらの服を買っておりました。それ以外のお店は、どこに行っても入
らないというのがほとんどでしたが、今は両国にいくと「ちょっと親方大き
いね」と言われ、とても嬉しくなるんですね。
　怪我をしたこともあり、それくらい痩せました。「痩せた」というか「し
ぼんだ」と言えるかもしれませんが、もう今では、稽古場で若い衆に自分の
裸は見せられません。稽古場には、たいてい大きな姿見がついているんです
が、相撲取りは、その鏡で肩の筋肉などをクッと見て、自分なりに稽古の
成果を感じながらやっていくわけです。私などは、風呂場で裸になると、も
うシワシワで、相撲をとっていた頃の自分はどこにいってしまったんだ、と
いうのが正直な気持ちです。名残と言えるのは、歪んでしまっている指くら
いですが、これは、悪いことをして歪んだわけではないんですよ。（笑）　先
ほどビデオで見て頂いたように、相撲をとる時は、しっかりと回しをにぎ
り、上手をとって相手をひきつけることが重要なんです。「うわて」と書い
て「じょうず」とも読みますが、それほど相撲においては、上手をにぎると
いうことが大事なんです。反対に、「したで」と書いて「へた」と読みますが、
下手はだめなんです。下手から技を繰り出すと、うまくいかない。相撲は強
くならないんです。非常に単純なようですが、相撲は単純だから難しいんで
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す。そのような練習を連日行う中で、指は、にぎりしめたままのような格好
に歪んでしまうんです。逆に言えば、これは勲章です。歪むまでやらなくて
は、人には勝てない。強くはなれない。
叶わない夢はない
　私は、相撲を通して、楽して強くはなれないということを知りました。「格
好良くありたい」、「楽をしたい」、「出世したい」、「人から良く思われたい」、
これら全てを叶えることは無理です。勝ちたいなら、出世したいなら、どう
しなければならないか。それは、人よりきついことを我慢するしかないんで
す。私は、楽して良い思いはできないということ、また、自分の目標を達成
するには、人よりきつい思いをするしかない、ということを、相撲を通して
知りました。
　それと同時に、相撲は、どんな夢も叶わないことはない、ということも教
えてくれました。例えば、野球の場合、高校野球の大会を見に行ったスカ
ウトマンが、プロで通用すると思う選手をドラフト会議にかけるわけです
が、スカウトマンが思った通りに、どの選手も活躍するでしょうか？ドラフ
ト 1 位だったとしても、活躍できない選手は多くいますし、逆に、ドラフト
にかからなくても、練習生から超一流になった選手もたくさんいると思いま
す。相撲も一緒なんです。「こいつはものになるな」と思っても、ものにな
らない場合が多くあるんです。そうかと思うと、マロングラッセに気を引か
れてわけもわからず力士になったのに、大関になった私のような人間もいる
んです。
　私は、自身が身をもって体験した人間の潜在能力の奥深さを通して、人が
他人の能力を簡単に見抜くことはできない、ということをお伝えしたいんで
す。要するに、どんな夢もあきらめることなんかない、ということです。例
えば、試験をすれば、みなさんに 1 番から 300 番までの順位がつきますが、
社会に出ても、その 1 番から 300 番までの順位は変わらず、そのまま人生が
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終わるのかというと、そんなことはありません。例え今は 1 位でも、油断
をしていると、社会に出たら、あっという間に 300 番に落とされてしまうこ
ともあります。逆に言えば、300 番だからってあきらめることはありません。
1 番になるんだという思いを忘れなければ、いつか必ず 1 番になります。人
の能力というのは、本当に奥が深いんです。
　しかし、世間というのは、単純で非情なものです。例えば、みなさんが
10 年後、素晴らしい大臣か何かになり、私を訪ねてきてくれたとします。
そして、私に「親方の話を 10 年前に創大で聞いて大感動して以来、やる気
が出て今日まで頑張ってきました」と名刺を渡してくれたとします。その時、
私はきっと「あなたのこと覚えています。他の子はボーッとしていたけど、
あなたの目だけは鋭かった」なんて勝手なことを言うんですよ。それが世の
中です。私たちもそうでした。出世すると、新聞記者が「琴風のことは、下
のうちから見ていたけど、こいつは絶対出世すると思った」なんて言うんです。
　でも、そんなのは全部ウソです。私も、現在弟子をたくさん預かっています。
でも、どれが出世して、どれが出世しないかなんてわからないですよ。わかっ
ていたらスカウトなんてしないし、弱い相撲取りなんて出ません。勝負をす
るのが相撲の世界なんですから、全員強い相撲取りだ、と連れてきても、半
分は負けるんです。残念ながら、一生懸命やったことが報われない相撲取り
が、毎日半分いるんですよ。
力士としての心構え
　少し話はそれますが、先ほども、私が行う相撲の解説はわかりやすくて好
評を博している、と紹介して頂きました。今日は、みなさんにだけ打ち明け
ますが、解説の時、アナウンサーの方に「今場所の優勝争いは、どんな展開
になっていくでしょうか」と聞かれると、私はいつもこう言うようにしてい
るんです。「初日の相撲を見た限りでは、やはり横綱を中心として、大関が
あとを追いかける形になるんじゃないでしょうか。ただ、三役陣が活躍する
人生 8 勝 7 敗 最後に勝てばよい（43）
場所は面白いと言いますから、三役陣にも注目しましょう。しかし、勝負ご
とは最後までわかりませんから、予想もつかなかったような力士が優勝する
こともあります。15 日間、楽しみに注目していきましょう」どういうこと
かというと、誰が優勝しても当たるようになっているんです。（笑）　「親方
が言った通りだ！」と言われますが、どうなっても当たるように保険をかけ
ているわけだから、当たり前です。実は、解説というのは簡単なんです。だ
から、私たちの世界では「相撲取りはやめたら相撲が上手くなる」とよく言っ
たものです。口でとると、いくらでも勝ちパターンを考えられるけれど、自
分で相撲をとると、口でとるほど上手くとれない。どちらも勝つ方法を考え
て土俵に上がるけれども、勝負の世界では、どちらかが負けないといけない
んです。
　もっと言えば、考えて相撲なんかとれないんです。あっという間の何秒間
に、「右の上手とるんだ」、「左の上手とるんだ」、「頭つけるんだ」、なんて考
えてできないんです。日頃の稽古で体が覚えたことを無心でやるだけなんで
す。勝敗は、なるようにしかならないということです。ただ、「やるだけや
りましたから、悔いはありません」というのは、プロの世界では通じません。
そんなことを口から出した日には、師匠は大雷ですよ。「何のために稽古し
てきたんだ。負けて悔いが残らないんだったら、相撲取りなんてやめちまえ」
と、こうなるわけです。だから、相撲取りはインタビューを受けても、「は
あはあ、まあ頑張ったんです」と余計なことを言わないようにしているんで
すね。爽やかに「いやぁ、やるだけやりました」なんて言ったら師匠に怒ら
れるから。（笑）
勝負の世界とは
　私が優勝決定戦の一番に臨んだ時、師匠は私の支度部屋に来てこう言いま
した。「お前、今まで何やってきたんだ。わしにどれだけ殴られてきたんだ。
どれだけ怒鳴られてきたんだ。どれだけ苦労したんだ。どれだけ痛い目にあっ
（44） 創価人間学論集　第 10 号
たんだ。全部出してこい」この師匠からの励ましを受けて、「くそ！」との
思いで土俵に臨んだのを覚えています。勝ったら優勝するなどというような
ことは、考えもしませんでした。
　師匠からの指導の一つに、「一生懸命やって強くなったやつはいない。強
くなるまで一生懸命やるのだ」というものがあります。要するに、我々が思
う「頑張った」で渡れるほど世の中は甘くない、勝つまでやらなければ、頑
張ったと言うことはできない、ということです。厳しい指導かもしれません
が、当たり前と言えば、当たり前のことでもあります。
　ただ、相撲界は少し原始的なところがありますので、今日の私の発言は、
相撲界の中でしか通じないことだと思って聞いて頂ければいいんですよ。相
撲界では、「世の中の常識は相撲界の非常識」のようなところがありますか
らね。
　例えば、私も何回も怪我しました。膝の靭帯も切りました。半月板もちぎ
れてありません。指は全部曲がりました。足の指もあっち向いたりこっち向
いたり、変形ばかりしています。肘はというと、左の下手をさしたり、右の
上手からおっつけられたりすることで、固まって曲がらなくなりました。だ
から、右の手は口まで持ってくることができません。あっちもこっちも怪我
しています。しかし、「痛い」などと言うと、師匠から「痛い？痛いことやっ
ているんだから、痛いに決まってんだろ。お前だけ気持ちいいことやらせて
るんじゃないんだ」と檄を飛ばされます。これが、親方が唯一弟子を励ます
言葉なんです。風邪引いた時も、「病院へ行ってきます」と言うと、「風邪引
いてるのはお前だけじゃねぇか。風邪引いたら稽古休んでいいのか？医者の
言うことなんか聞いてたら殺されるぞ、稽古して汗かきゃ治るんだ」などと、
わけのわからないことを言われるわけです。私も、弟子たちに同じようなこ
とを言いますが、風邪はウイルスが原因なんだから、気合いじゃ治らないと
いうことは百も承知しています。（笑）
　しかし、これが、師匠から教わってきたことなんです。どういうことかと
いうと、負けた時に、「足を怪我していたから」「今風邪を引いていて体調が
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悪いから」と、勝てなくても仕方がないと思ってしまうと、その「仕方がな
い」という気持ちが、相撲に出てしまうんです。仕方がない相撲人生になっ
てしまうんです。だから、「仕方がない」ではなく、「なんで足を怪我してし
まったんだ」「なんで膝の靭帯を切らなければいけなかったんだ」「なんで俺
だけ今風邪を引かないといけないんだ」「こんな大事な時に、なんで俺だけ
熱出すんだ」「なんであんな相撲を取ってしまったんだ」と、自分で悔やま
ないといけないんです。常に、「なんでなんだ」と自分の中で戦わないと意
味がない。自分で「仕方がない」と思うならば、勝負の世界に入ってきたっ
て、仕方がないですよね。
14 歳での入門
　私は、14 歳で入門し、相撲の世界に飛び込みました。強くなるなどとは
夢にも思わなかったですし、考えも及びませんでした。1 日を生きていくの
が精一杯で、目の前で稽古というものを見せられただけで逃げ出したくなり
ました。相撲というのは、直径 4 メートル 55 センチの小さな土俵の中で行
うスポーツですが、皆さんもご存知の通り、ルールはとても簡単です。俵か
ら足を出したら負け、土俵の中で手をついたら負け、投げられたら負け、と
いうように、勝ち負けが嫌でもわかるスポーツなんです。あの俵の中心には、
仕切り線が引いてあり、この間は 70 センチ開いています。この 70 センチを
挟んで、ドーンと頭でぶつかり合うことを「ぶちかます」といいます。脳天
で当たると頚椎がやられてしまうので、怖くてもあごを引いて、生え際でダー
ンとぶちかましていかないといけないんです。幕内力士がぶちかます時の時
速は平均 120 キロと言われています。当たった瞬間にかかってくる圧力は 1
トンもあるんです。このような稽古を見せられて、14 歳の子どもが「よー
し、俺もこうなりたい」と思うでしょうか。逃げ出したくなるのが普通です
よ。もし、「次は俺が当たる番だ」なんて思ったら、おかしいでしょ。私も、
それはもう逃げ出したくて仕方がありませんでした。逃げ出さなかった理由
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は、14 歳の当時、三重県の津へどうやって帰ればいいのかわからなかった
からです。お金もなく、ただ居ついたというのが最初の頃の思い出です。で
すから、「頑張った」などというのは、ずっと後の話です。まずは、そこに
居つくことから、そこからのスタートだったように思います。
相撲界の「常識」
　現在は暴力禁止の世の中ですから、相撲の世界でも、そんなにビシバシ叩
いたりしてはいけないことになっています。しかし、それはそれで難しいと
ころもあります。もちろん、叩きたくて叩いているわけではありません。昔
は、腰が高いというと「腰が高いんだ、下ろしていかんか」とお尻を青竹で
バシーンと叩かれたり、「あたりが悪いんだ」と頭をバシーンと叩かれたり
していました。振り返って思い返すと、私の師匠は今頃生きていたら懲役に
入っているなと思います。（笑）　私も、叩かれるだけ叩かれて、さあやっと
叩く番になったと思ったら叩くなと言われて、俺の人生損じゃないか、と思
いますよ。（笑）
　なので、今はきつい言葉で教えるというのが事実です。「この野郎」や「オ
ラ！行け！出ろ！」など、きつく聞こえるかもしれませんが、稽古で力を出
している時には、それくらいの言葉を発しないといけないんです。相撲の世
界では、前へ出るということが一番大事なんです。引いたり、はたいたりし
て勝っても力はつかないので、苦労して勝つことを稽古場で覚えないといけ
ないんです。もし相手から、はたかれそうになっても、それを自分で起こし
て土俵の外まで持っていくような力を出さないと、強くならない。だから、「出
ろ、出ろ！」「もういっちょ！自分から！」「人に言われて行ってどうするん
だ、それで強くなるのか、馬鹿野郎！」と声をかけて稽古をするんです。
　少し気を許せば大怪我につながるような稽古をしているわけですから、こ
れも暴言だと言われてしまうと、相撲界では通じないんです。私も経験者だ
から、弟子の顔を見て何を考えているかわかる時があります。朝、稽古場に
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行くと、「稽古やりたくないな」「今日は嫌だな、さぼりたいな」というオー
ラを出している弟子がたくさんいるわけなんですが、こういう時に、怪我に
つながるんです。だから、「ちょっと来い。なんだ、その寝ぼけた顔は。氷
水で顔を洗って出直してこい！」と、気合いをいれてやって稽古をさせるん
ですね。1 回怪我をすれば、1 年、2 年棒にふることになりますし、さらに
言えば、相撲人生を失くしてしまうことになります。だから怒るんです。こ
れが稽古中に、「いい相撲だったね！もう一番行ってみるかい？」なんてこ
とを言っていたらどうですか。（笑）　「今日はどうしたんだい？顔が眠たそ
うだぞ。そうだな、朝早いからな。じゃあ、もう寝てなさい」こんなことを
言っていて、強くなるわけがないじゃないですか。（笑） 相撲が全てではあ
りませんが、このようにして、私は育ってきました。厳しい方法ではありま
すが、それはそれでありがたかったかなと思っています。
怪我で味わったどん底
　私は、先ほどご紹介頂いた通り、自分なりに苦労し、人に負けないだけの
稽古を積み、その結果として幕内、三役、そして大関という地位にして頂き
ました。しかし、ずっと良いことばかりだったわけではありません。「あの
人はずっといいな」と思われるような人こそ、裏には、常に努力があること
を忘れてはいけません。ただ、努力をしていても、谷底に落ちることは多々
あるわけです。私も関脇だった時、膝の靭帯を切る怪我をしてしまい、幕下
まで落ちたことがあります。それは、怪我をしたから落ちたのではなく、怪
我をしたことで相撲がとれない、すなわち、大相撲 5 月場所や 7 月場所とい
う勝負の場所に出場できなかったから、落ちたんです。休場するということ
は、相撲の世界では負けになるんです。野球では、1 年休んでも、半分になっ
た年俸をもらえると思いますが、相撲の世界では「全敗」として落ちていく
しかないんです。怪我で休場をする場合、これは名誉の負傷ではないかと思
いますが、相撲協会の言葉を借りれば、「7 月に大相撲場所があることは去
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年から知っていましたよね。全員が伝染病みたいに怪我をするのであれば、
こちらとしても落としませんが、7 月場所に照準を合わせて出てこられない
方が悪いのです。次の力士はいくらでもいるので、嫌ならやめてもらっても
構いません」となるわけです。
　だから私も、下まで落ち、また、そこからやり直すことになりました。し
かし、やり直すとは言っても、靭帯切断というハンデを背負っているわけで
すから、簡単にはいきません。足の関節がゆるくなってしまい、左足は力が
入りませんでした。しかし、足に力が入らないんだから負けたって仕方がな
い、では通じない世界です。足に力が入らないなら、何か違う相撲を覚える
しかないんです。親方と話し合って、次の相撲を覚えたわけではありません
でした。
　大相撲の世界には、落語や歌舞伎の古い世界のように、付き人修行という
ものがあります。関取になると、付き人がついて、いろいろな身の周りの世
話をしてくれるんです。みなさん、居酒屋に貼ってあるような「番付」とい
うものを見たことはありませんか。番付の 1 段目に大きな字で書いてある力
士が 40 人います。2 段目の右端に 10 人だけ少し大きな字で書いてある力士
を「十両」といいます。「十両」に上がると関取になるんですが、現在、700
名弱いる力士の中で、十両は 28 人、関取と呼ばれるのは 68 人です。残りの
600 名ほどは若い衆ですから、簡単には「下っ端」といいます。下っ端の人
たちは、この 68 人の付き人をしないといけない。例えば、稽古中に汗をか
くと、付き人がバスタオルで体をふいてくれます。お風呂に入ると、付き人
が全員でこすってくれるんです。私も、三役の関脇の時には、5 人の付き人
がいました。なので、お風呂では付き人の 5 人が、右手、左手、右足、左足、
背中、とこすってくれるんです。気持ちいいですよ。（笑）　これが大関の時
には、15 人の付き人がついていました。15 人もいると、足の指を 1 本ずつ
こすってもらっても、まだ 5 人余る計算です。（笑）
　しかし、相撲の世界では、番付が落ちると、また付き人に戻るんです。相
撲の世界は、番付で順番が決められているので、「元◯◯」は通じません。私も、
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関脇から幕下まで落ちました。その時、当時私の付き人をしていた力士が十
両に上がっていたので、私は、自分の元付き人だった力士の付き人になり
ました。元付き人の手足を「失礼します」と言って洗ったんです。悔しいし、
情けないし、惨めでした。正直に言うと、泣きました。足の回復も思わしく
ないし、こんな辱めに遭うんだったら、もうやめようかな、と何回も思いま
した。しかし、やはり師匠からの励ましがあり、良い方向へ、と道をつけて
くれました。みなさんにとっての指導者は、創価大学の教授であったり、身
近にいる親御さんであったり、創立者の池田先生であると思いますが、私の
師匠は、先代佐渡ケ嶽親方（元横綱琴桜）でした。当時は、恥ずかしいし、みっ
ともないし、この足では力も入らないから勝てるわけがないし、もうやめよ
うか、と思っていました。私も、常に頑張っていたわけではありません。何
回も落ち込みました。しかし、指導者というものは、本当にありがたいもの
だと思います。
師匠の励まし
　当時、私は稽古もできずに目標もないような顔をしていたんだと思います。
そういう時、師匠というのは、ポンと背中を叩いて、「お前だけが苦しいの
か。違うだろう。お前のことを心配しているご両親や、ファンの人もたくさ
んいるだろう。お前のことを応援してくれている人が大勢いるんだから、今
諦めてどうするんだ。親方もついているじゃないか。少しずつでいいんだか
ら、1 歩 1 歩前向いて頑張ろうじゃないか」…と、こういう励ましが普通だ
と思いませんか？しかし、私への励ましは、そうではありませんでした。師
匠は、ポンと私の背中を叩いて、「泣いて勝てんならずっと泣いてろ、この
野郎。嫌ならやめてけ。てめえなんかいなくたって、ちゃんと切符売れてん
だよ」と、私はこのように温かく励まされました。（笑）　私も、20 歳で関脇、
次は大関、というところまで上がっていたんです。当時、大横綱だった北の
湖に連勝して「北の湖キラー」なんて言われて、ちょっといい顔をしていた
（50） 創価人間学論集　第 10 号
んですね。それが、「お前なんていなくても困らないんだよ」はひどいだろう、
と思いました。正直、「覚えとけ、お前を信じてついてきた俺がバカだった
よ、俺の青春を返せ」と思いました。14 歳でマロングラッセに騙されてから、
嫌というほど稽古して、腰が高いだの当たりが悪いだの怒られ、その度に叩
かれて、指は曲がるわ、膝の靭帯は切れるわ、体はズタズタになるわ、俺の
人生潰しておいて、それで今の言葉か、と思いました。
　その時、悔しくて悔しくて、「もうお前なんか師匠でも何でもない。お前
のことなんか信じてきた俺がバカだった。お前なんかに言われなくてもやっ
てやる」と思ったんです。もちろん口に出しては言っていません。そんなこ
とを口に出して言った時には半殺しになっていますから。（笑）
　そして、もう 1 回やりました。一度切れてしまった靭帯が再生するような
奇跡は起こらないので、周囲の筋肉で靭帯が切れた分を補うしかないと思い
ました。私は、先にトラックのタイヤをしばりつけたロープを自分の回し
にくくりつけ、毎日毎日、部屋の前の道路をトラックのタイヤを引っ張って
往復しました。「ちきしょう、ちきしょう、親方なんかに言われてたまるか、
見とけ」と、自分にけんかを売るような気持ちで、毎日タイヤを引っ張りま
した。
どん底からの再起
　タイヤを引っ張っていたら、膝に靭帯を保護するだけの筋肉がついて、ま
た土俵に上がって頑張れたという話ができればいいのですが、そんなに甘く
ありません。実際はどうなったかというと、靭帯が切れた膝に毎日のように
負荷をかけるわけですから、膝に水がたまり腫れ上がってしまいました。朝、
腫れ上がった膝がジンジンと痛んで、立つことも起きることもできないんで
す。その時、「『人生は努力すれば何でも叶う』、『一生懸命やれば必ず結果は
ついてくる』、などと格好いいことを言うけれど、そんなに世の中甘くない
じゃないか」と思いました。私は、腫れ上がった膝をさすりながら、「俺も
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一生懸命やったじゃないか。頑張っているじゃないか。でも、結局なにも変
わらないじゃないか。逃げ出したとか、ダメ人間だとか、言いたいやつは言
えばいい。人になんと言われようが、もう俺は田舎に帰る」と、何回もやめ
る決心をしたんです。
　その時、99.9%やめるつもりでした。しかし、0.01%私を思いとどまらせる
何かがあったんです。私が「やめよう」と思うたびに思い浮かんでくるそれ
は、私にボロクソ言った師匠の顔でした。「泣いて勝てるなら泣いてろ。て
めえなんかいなくても誰も困らないんだ」と言っていたこの姿が思い出され
ると、やめきれなかったんです。やめきれなかった私は、膝の周りにアイス
ノンを 5 つも 6 つもしばりつけ、痛いのか冷たいのかわからないようにして、
タイヤを引っ張り続けました。今も、膝には凍傷のあとが残っています。そ
れくらいアイスノンをここに巻いて、私はタイヤを引っ張り続けたんです。
　そうすると、本当に膝に力がついてきました。その時、もう一度復帰をし
て自分が取れる相撲は、とタイヤを引っ張りながら考えたのが、「がぶり寄り」
です。みなさん、大関琴奨菊をご存知ですか。私は「琴風」で、彼は「琴奨菊」、
系列から言えば、彼は年の離れた弟みたいなものなんです。彼も、上体を揺
すって前へ出て行くというがぶり寄りを得意としていますが、この技は、私
が彼に教えました。私のように、横には大きいんですが、あまり身長がなく
相撲が単調だから、琴奨菊にがぶり寄りを教えてやってくれと師匠に言われ、
私が教えました。私は、この「がぶり寄り」という、膝が悪くても上体を使っ
て相手を寄り倒す、寄り切っていくという相撲を怪我をした時に覚え、もう
一度土俵に復帰してから、優勝し、大関になったんです。
　なので、何か自分にとって不利なことがあった時、もうだめだと思った時、
そんな時こそ、もう捨てるものがないから、これ以上落ちるところがないか
ら、そこがチャンスなんです。そこで何かが変わるんです。私は、怪我をし
ていなかったら、三役で終わっていたと思います。怪我のおかげで、がぶり
寄りという相撲、自分の相撲というものを見つけ、その結果、大関になるこ
とができたんだと、今でも思っています。
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引退から現在まで
　私は、大関を 4 年間務め、優勝を 2 回させて頂き、そして土俵を下りまし
た。みなさんがまだ生まれていない昭和 60 年 11 月の本場所、3 日目まで 3
連敗をし、当時の力士である寺尾に負け、これを最後に、引退を決意しまし
た。この時、寺尾に負けた私は宿舎に戻り、親方の前に正座をして、「親方、
長い間お世話になりました。今日で引退させてもらいます」と、自分の思い
を打ち明けました。すると、「なにが引退だ、この馬鹿野郎。あんな若造に
負けて悔しくないのか。休んでやり直せ」と怒られました。しかし、その時
もう私は決意していました。膝に水がたまってしまい、相撲をとることでは
なく、土俵に上がることが、もう辛いんです。膝が緩んだ足がふらふらして、
とてもではありませんが、相手の当たりを受け止める、また弾き返すことが
できる体ではなくなっていました。
　あの時、親方は、最後の最後まで、私に気力を振り絞らせてやろうという
気持ちで叱ってくれたんだと思います。しかし私は、15 年間の中で、最初
で最後、面と向かって師匠にたてつきました。それまでも、影では悪口を言っ
ていましたよ。私は、「ちきしょう、あの野郎。いつか見てろ。引退したら、
あいつの寝床に画鋲まいてやる」とまで思っていました。（笑）　いつも怒っ
てばかりで、勝った時ですら、「明日が大事なんだ」などと言って怒るよう
な親方でした。私が優勝した時は、三重県の津という当時人口が 11 万人だっ
たところに 25 万人もの人が集まり、紙吹雪がフワーッと舞う中、パレード
をしました。その後、部屋に帰って師匠に、「おかげさんで優勝できました」
と言ったら、親方は「おめでとう」とは言わず、「来場所が大事なんだよ。
もう今日から来場所は始まっているんだ」と言いました。これが、祝福の言
葉だったんです。残念ながら、これが相撲界というところなんですね。
　しかし、私が引退を決意し、「やめます」と言った時、親方は「わかった、
わかった」と 2 度言った後、目を閉じてポロポロと泣いたんです。そして、
私に「よく頑張ったな。15 年間、ご苦労さんだった」と言いました。また、「お
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前が怪我した時、医者から、お前の膝はもう無理だから引退させてやれ、相
撲をとっても勝てないと言われた。だけど、やめさせなかった。それは、お
前に相撲を恨んで生きてほしくなかったからだ。絶対に結果は出るから、や
らせたかったんだ」と、言ってくれました。親方は、「お前には、他の弟子
の何倍も辛く当たってきた。でも、よく向かってきてくれたな」と、ボロボ
ロ泣きました。最後に、「お前みたいな若い者に人の生き方を教わるのは残
念だけど、今回は教わった。人というのは、素質でも、生まれつきでもなく、
努力なんだ、やればできるんだって、お前の姿を見て思った。本当にご苦労
さんだった」と言って、泣いてくれました。
　その時、私も一生懸命やってきたけれど、叱りつけて叱りつけてやらせて
くれた厳しい親方がそばにいてくれたから、今があるんだと感じました。自
分だけだったら、とっくに尻尾を巻いて、逃げていただろうし、やめていた
だろうと思います。そう思うと、「厳しい」ということは、辛いし、面白く
もないけれど、自分を成長させる一番のカンフル剤なんだということを、相
撲人生を通して、教えてもらったと感じています。
　それから、尾車部屋という部屋を創設し 29 年、いい人間を、いい力士を
育てたいという思いで、時には厳しく接しながら、私も弟子を育成させて頂
いております。こんなに優しくて可愛らしい顔をしているのに、弟子は私を
嫌がります。（笑）　弟子たちは、私がいないととても喜び、私が稽古場に行
くと、一度に嫌な顔をします。「一番、私が弟子たちのことを考えてやって
いるのに」と思うこともありますが、親になったら子の気持ちがわかる、と
も言いますし、今弟子に、「本当に優しくていい親方です」などと褒めてもらっ
ていたら、それは弟子の足を引っ張っていることになるんだな、などと思い
ながら、現在尾車部屋をやらせて頂いております。みなさんも、相撲をやれ
とは言いませんから、一度機会があったら見に来てください。（笑）　私の部
屋でも、みなさんと同じような年頃の人が私に、ああでもない、こうでもな
い、と言われながら相撲をとって頑張っています。違う世界を見るというの
も、なかなか良いことですので、ぜひ来てください。もしみなさんが来られ
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ないなら、この創大の庭で合宿をさせてもらってもいいかなとも考えており
ます。（笑） 
更なる挑戦
　先ほどのビデオの中にもありましたが、私は 4 年前にまた怪我をしてしま
いました。脊髄損傷で首から下が全部麻痺をしてしまい、当時は体が全く動
かなくなりました。「また、終わったかな」と、感じたこともありましたが、
相撲の人生を通じて覚えてきた「なにくそ魂」を燃え上がらせ、頑張るとい
うことは勝つまでやることなんだと、もう一度現役時代の気持ちを取り戻し、
立ち上がるまで頑張ろうと、自身を奮い立たせております。私なりに、まだ
道半ばで、毎日リハビリを続けておりますが、周りからは「奇跡だ」と言
われるような回復をさせて頂いております。また、相撲協会の中では、一番
重要なポストである、事業部長という肩書きで仕事をさせて頂いております。
私は何回も断ったんですが、「親方しかいない」と言って頂き、千数百人の
相撲協会員の上に立ち、両国国技館を守るために仕事をさせて頂いておりま
す。
　このような仕事につくことができたのも、また信頼を得ることができたの
も、やはり、あきらめないで続けてきたからこそだと思っています。みなさ
んには、これから、素晴らしい未来が広がっていますし、素晴らしい人生が
待っていると思います。ただ、その素晴らしい所に行く過程で、「自分の人
生なんか素晴らしくないんじゃないか」「自分の人生なんか素晴らしい所に
到達しないんじゃないか」と思うことが多くあると思います。そんな時こそ
どうか、自分の目標とする所に辿り着くためには、努力が必要なのだという
ことを忘れないでください。「そんなことは当たり前じゃないですか」と言
われるかもしれません。しかし、私たちもよく、「『頑張っている』などと偉
そうに言うんじゃない。頑張るのは当たり前だろう。相撲取りになって一生
懸命やらなくてどうするんだ」と怒られたものです。一番大事なことは、あ
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きらめないことです。どんな困難があろうとも、どうか自分を信じて、あき
らめないで、自分の目標に到達して頂けたらと思います。
池田先生との出会い
　私は、幕内という地位で相撲をとっていた頃、みなさんと同じ年齢の 19
歳の時に、創価大学の創立者である池田大作先生に初めてお会いしました。
池田先生が、私のそばに歩いてこられ、そして私の顔を両手で挟みながら、
「可愛い顔をしているね」と声をかけてくださいました。その時、私はどう
していいかわからず、ただ「はい」と言っていました。（笑）　そして、先生
は、先のことを見透かされていたように、さらに「頑張れるか。やっていけ
るか」と声をかけてくださいました。私は「はい！」と返事をしました。他
の言葉は出てきませんでした。「無理かもしれません」とは、言えないでしょ
う。最後に、「いい奥さんをもらうんだよ」と言って頂きました。全てを見
透かされているように激励をして頂いたのが、ちょうどみなさんと同じ 19
歳の時でした。
むすびに
　それから 40 年が経ち、今 59 歳になり、まさかみなさんの前で私が歩ん
できた道についてお話しができるなど思いもしませんでした。45 年もの年
月を、1 時間で全て語るのはなかなか難しいので、嫌でなければ、どうか第
2 弾、第 3 弾、第 4 弾と、また呼んで頂けたらありがたいなと思います。最
後に、相撲界の言葉をみなさんに贈って終わりにしたいと思います。それは、
「土俵は人生の縮図」という言葉です。「押し出し」、「寄り切り」、「つりだし」
で優勝した力士は大勢いますが、「肩透かし」、「勇み足」、「うっちゃり」で
優勝した力士は 1 人もいないと言うんです。どういうことかというと、「自
分で押していけ、寄っていけ、つっていけ、はたかれても、うっちゃられても、
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勇み足をしても、自分から前に出て、勝ちにいけ」ということなんです。引
いたり、はたいたり、うっちゃったりと、人の力を利用して勝つことを覚え
たら、いつまでたっても強くなりません。土俵は人生の縮図なので、このこ
とが人生にも当てはまるという相撲界の言葉です。力士になれなどというよ
うなことを言う気はさらさらありませんが、また相撲を見たら、「親方があ
んなことを言っていたな」と思い出してください。引きたくなる時や、はた
きたくなる時があるかと思いますが、半歩でも、4 分の 1 歩でも 3 分の 1 歩
でも、苦しくても前に出るような成長を、また勉強をして頂ければありがた
いなと思います。これからもみなさんが健康で元気で、そしてはつらつと前
に向かっていくことを願い、私の話を終わらせて頂きたいと思います。本当
に長時間、ありがとうございました。（大拍手）
　
《司会》：尾車親方、本当にありがとうございました。5 分ほどございますの
で、質疑応答に移りたいと思います。
　
《学生》：ありがとうございました。今日は、尾車親方にお礼が言いたくて来
させて頂きました。長い間、辛いことや苦しいことがあったんで
すが、尾車親方の取り組みを見て、いつも元気をもらっていました。
本当にありがとうございました。今日は、お会いできて本当に嬉
しいです。がぶり寄り、本当に素晴らしいと思います。私は、今
教師を目指しているんですが、子ども達にこれは教えていくべき
だ、ということは、何かありますか。
　
《尾車親方》：私のことを知ってくれていて本当にありがとう。やはり、相
撲の世界では、徒弟制度のようなところがありますが、自分の考
えや思っていることを、封じ込めるのではなく、引き出してあげ
る、口から出させてあげることが大事だと思います。相撲の世界も、
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「親方に言ったら、怒られるだろうな」というようなことは、たく
さんあります。しかし、それは言ってもらわないとわからないか
ら、私もいろいろな形で言い出せるような雰囲気を作り、弟子か
ら聞くようにしています。例えば、お酒を飲んで酔っ払ったふり
をしながら、「言いたいことがあったら言え」と言って、弟子に思っ
ていることを言わせてあげます。子どもが言うことは、間違って
いたり、甘かったりすることがあるかもしれませんが、一番いけ
ないことは、それを封じ込めてしまうことだと思います。だから、
どんどん思っていることを出させてあげて、それを矯正し、次の
道へ進めてあげる、まっすぐな道に戻してあげるというようなこ
とができればいいのではないかと思います。そんな、何でも聞き
出してやれるような先生になってください。
　
《学生》：サンデースポーツ、毎回拝見しています。親方の講義の中で、「厳
しさが一番のカンフル剤」という言葉がありましたが、「褒めて伸
ばす」ということについては、どう思われますか。
　
《尾車親方》：ありがとう。「褒めて伸ばす」ということは、大事なことだと
思います。ただ、褒めるということが、何を褒めるのか、という
ことを、指導者は気をつけないといけないと思います。何でも「良
かったよ、良かったよ」と褒めて、全然成長していないのにその
気にさせてしまうのは、どうかなと思います。例えば、「今日は
良かったけど、ここを直せばもっといいんじゃないか」というよ
うに、教えてあげたらいいんじゃないでしょうか。もちろん、私
たちもいつも「馬鹿野郎」ばかり言っているわけではありません。
そのように言う方が多いことは事実ですが、相撲界では、「馬鹿野
郎」や「この野郎」というのは、接続詞なんです。（笑）　なので、
若い衆は、怒られてもけっこう何とも思っていないんですね。昔、
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親方に、「てめぇこの野郎、強くなりやがったな、この馬鹿」と言
われたことがありましたが、これは、褒められていたんですね。（笑）
　今は、そこまでは言いませんが、相撲の世界にはそういうとこ
ろがあるんです。確かに、褒めるということを忘れてはいけない
と思います。ただ、本人が辛い時に、どんな言葉をかけてやるの
が一番いいのか、と考えた時、「大丈夫、大丈夫」という言葉は本
当にいいんだろうか、本当に、「大丈夫」と言われて大丈夫なんだ
ろうか、と思います。言う方は、責任を持って、声をかけていか
ないといけないので、何でも「大丈夫だよ」と褒めてしまうのは、
私は違うんじゃないのかなと思います。大事なことは、「こうした
ら大丈夫、こう考えたら大丈夫」というように、右へ行くのか左
へ行くのか、まっすぐ行くのか、という道標をつけて、褒めてあ
げることだと思います。「褒めて伸ばす」というのは、とてもいい
ことだと思うので、私も、「この野郎、強くなったじゃないか。や
ればできるじゃないか、このバカ」と褒めているんです。（笑）　
しかし、相撲界の通りにしてはいけませんよ。学校の先生になっ
たら特にいけません。生徒が風邪を引いて欠席すると言った時に、
「なにが熱だ。医者の言うことを聞いていたら殺されるぞ」と、尾
車親方が言っていた、などとは言わないようにしてください。（笑）
　私は、相撲界の話をしただけですからね。つまり、「褒めて伸ばす」
ということは大事ですが、ただ、やみくもに褒めるというのは間
違いじゃないかなと思います。
　
《司会》：名残惜しいですが、時間が来てしまいましたので、ここで学生から
感謝の思いを込めて、尾車親方に花束の贈呈をしたいと思います。
尾車親方、ご講演大変にありがとうございました。
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はじめに
　本論の目的は，日本占領下のジャワにおける大政翼賛運動をささえたジャ
ワ奉公会の設立過程を，隣組制度との連動性に注目しながらあとづけること
にある 1．
　日本占領下インドネシアのジャワでは，日本の大政翼賛会を模して結成さ
れたジャワ奉公会によって，ジャワ全島あげて地域住民の動員・統制が行わ
れたことが知られている （西嶋・岸 1959：218-220, Anderson 1961：13-15, 
Kanahele 1967：218-220, Yuliastuti 1984, Frederick 1989：139-142, Sato 
1994：71-75）． 
　一方，日本占領期のジャワにおける隣組についても数多くの研究がある．
これらの研究の知見を概括すると以下の 2 つの論点に大きく整理することが
できよう．
　第 1 に，隣組が日本軍政への協力推進のために住民の動員と統制の役
割を草の根で担ったとするものである （西嶋・岸 1959, 186-187; Anderson 
1961,45; Reid 1974,16; Kanahele 1967=1977,221; Friend 1988,101; Frederick 
1989,114-115）．
　第 2 には，第 1 の論点にふれながらも，隣組制度の導入がジャワ社会
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の変容を促したとみるものである （Benda 1958,154-155; Anderson 1966,42; 
Cribb 1991,40-41; 倉沢 1992,242-253; Sato 1994,72;74-75; 小座野 1997a,15-20; 
1997b,44-46; 2001,74-77; Hering 2002,332-334）．
　上述のジャワ奉公会と隣組の研究を一瞥してみると，両者が同じ構想のも
とで設立されたことや，互いの連動性については等閑視しているうらみがあ
る．しかし，後述するように，軍政当局による大衆動員と組織的統制はジャ
ワ奉公会と隣組との連動によって貫徹した．両者の関係を明示的に論じてい
る数少ない研究としては倉沢，ヘリング，クリッブの研究 （倉沢 1992：250; 
335, Hering 2002：330-334, Cribb 2010：107-108） がある．しかし，やはり
これらの研究も，ジャワ奉公会が設立される過程の段階で，隣組との連動性
がすでに胚胎していたことについては詳細に言及していない．
　以上のような先行研究状況をふまえて，本論では，ジャワ奉公会の設立過
程を，隣組との連動性に注目しながらあとづけていく．
　ジャワ奉公会の設立過程を隣組との連動性に注目しながらあとづける本論
は , 日本の都市社会学および地域社会学の研究の系譜につらなる町内会の歴
史的淵源や「文化型」の議論に資するといえる．また，本論は，朝鮮の国民
総力朝鮮連盟，中国・関東州の関東州興亜奉公連盟，同・満州の協和会，同・
北支の新民会，台湾の皇民奉公会など，日本占領期の東アジア諸国の大政翼
賛運動の歴史研究にも比較の視座をもたらすと思われる．
　本論の構成を示す．1 では，ジャワ奉公会が設立された背景を示す．2 では，
軍政当局によって住民の動員・統制が住民組織の設立をとおして段階的に制
度化された経緯について論じる．3 では，ジャワ奉公会が設立される経緯に
ついて述べる．4 では，軍政当局やスカルノの言説から , ジャワ奉公会と隣
組が同じ構想下で設立されたことを示す．最後に本論のまとめと今後の課題
を述べる．
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1. ジャワ奉公会の設立背景
　ジャワでは 1943 年に米穀の強制供出や配給制度が施行されるなど，すで
に経済状況 2 が悪化し，末端の地域住民に食糧増産などの戦争協力をさらに
求める必要性に迫られていた （小林 2006：11）．山中篤太郎と板垣興一によっ
て実施された中部ジャワのケドゥ州における生活実態調査 3 でも，1943 年当
時の住民生活の困窮ぶりが報告されている．一例をあげれば，繊維類の高騰
について以下のような記述がみられる．
　
「特に視察部に於て戦争後変化せる慮として強調せられたるは繊維類の価
格高騰にて戦前約二十五銭の児童用ショートパンツ一円二十銭内外となれ
ること，特に回教葬儀に必要なる屍衣の入手困難となれることを訴へり」 
（南方軍政総監部調査部 1943：5）
　
　この繊維類の高騰に関する記述から 1943 年当時のジャワでは，児童用の
ショートパンツが戦前と比較して約 5 倍にも高騰したこと，イスラーム教の
葬儀で使用する屍衣さえ入手が困難であった経済状況であったことがみてと
れる．
　1943 年は， 3 月にプートラ （民衆総力結集運動） 発足，4 月に警防団設置，
8 月に兵補制度導入，ジャワ医事奉公会設立，9 月に中央参議院設置，10 月
にジャワ防衛義勇軍発足，ジャワ体育会設立，11 月に労務者動員開始，回
教連合結成，インドネシア人官吏の服務規律制定，12 月にジャワ新聞会発
足など，ジャワ軍政当局によって数多くの施策が行なわれた年であった．こ
れらの施策を時系列的にみていけば，軍政下の緊迫化する戦局にともなって，
軍政当局が住民の動員・統制の強化と，スカルノをはじめとした民族指導者
に一定の政治的参与を与えた経緯が確認できる．
　1944 年に入ると日本の戦局は重大化して，さらなる戦備強化が急務となっ
ていく （防衛庁防衛研究所戦史部 1985：30）．戦争が長期化するにつれて，
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南方の兵站基地と位置づけられたジャワも，インドネシアのほかの島嶼と同
じように孤立し，日本から生活必需品を運搬する船舶も日ごとに少なくなっ
ていった （Kanahele 1967=1977：218）．
　ここで，ジャワ軍政にかかわった三好俊吉郎の証言をみてみよう．ジャワ
軍政に領事待遇で勤務した三好は，ジャワ奉公会が設立された背景を以下の
ように述べている．
　
「奉公会はあたかも日本内地の大政翼賛会のように戦局の緊迫化に伴い，
占領地の各種軍政施策の徹底を期するため全住民的な軍政協力運動として
発足されたものである」 （三好 2009：125）
　
　「戦前・戦中期を通じ外務省きってのインドネシア （蘭領東印度・蘭印） 
専門家」 （後藤 2009：5） だった三好の証言からは，当時のジャワの緊迫した
戦況からジャワ奉公会が設立された経緯が重ねてうかがえよう．ジャワ軍政
当局は「ジャワの戦時体制を一層強化推進し，如何なる困難をも克服して一
途聖戦完遂邁進する磐石不動の決戦組織が必要」 （ジャワ新聞社 1944：40）
と認識していた 4．そして，軍政当局はこの「磐石不動の決戦組織」を「全ジャ
ワ民族を打って一丸とする新住民組織」 （ジャワ新聞社 1944：41） と位置づ
け，悪化する戦況にともなう軍政上の諸問題に対峙しようとしたと考えられ
る 5．
　こうして，ジャワ奉公会は悪化する戦況下で「大衆動員のための最も広範
な組織」 （倉沢 1992：334），また「ジャワの住民に対する組織的な統制を行
うための団体」 （Kanahele 1967=1977：218） として設立されることになるの
である 6．しかし，ジャワ奉公会が正式に設立される以前に，軍政当局は末
端の地域社会に住民組織を導入する形で，住民の動員と統制の制度化を段階
的に構想していた．次に，その制度化の過程を確認してみたい．
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2. 軍政当局による住民の動員・統制の制度化構想
2-1. ジャワ各地における隣組制度の段階的導入
　後述するように，1944 年 1 月にジャワ全土で一律に隣組が設立されたが，
それ以前にジャワ各地で隣組組織が段階的に導入されていた （小林 2006：
12-13）．たとえば，1943 年 3 月 9 日にバンドン （Tjahaja 1943.12.8, Asia 
Raja 1944.3.9），同年 8 月にスラバヤ （ジャワ新聞社 1944：212），同年 12
月にペカロンガン州 （治官報 14 号：26，Sinar Baru 1943.1.21），マラン州 
（ジャワ新聞 1944.12.5），ケドゥ州 7 （ジャワ新聞 1943.11.21） で段階的に隣
組の設置がなされていたことが確認できる．
　ジャワでいち早く隣組制度を導入したと判断できる西部ジャワ最大の都
市バンドン市 8 では，隣組の設置の目的を a から d の以下 4 点と定めていた 
（Bandoeng Si 1943a：6-7）．
　
a. 住民に関する諸業務の省力化．
b. 相互扶助精神の高揚 .
c. 住民の隣組，分会，町会，区における近隣関係の感情の涵養と紐帯の強
化．その他，国籍，財産，学歴，信条，宗教を区分する障壁にふれない．
d. 新政策の実施による相互福祉の達成と一般法令に違反しない既存の慈
善事業・教育の実施．
　
　ここで注目されるのが，ジャワの地域住民の社会関係をめぐる精神性や感
情の問題に言及している 2 番目の「相互扶助精神の高揚」と 3 番目の「近隣
関係の感情の涵養と紐帯の強化」である．既述のように 1943 年に入り，経
済状況は悪化していた．このような状況のなかで，軍政当局は戦争協力のた
めに住民を動員・統制する方法を構想していた．しかし，当時のジャワの都
市社会では人間関係が希薄であった （Pandji Poestaka 1944.6.1）．バンドン
市の軍政当局でも，都市における人間関係を「都市郊外ではあちらこちらで
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まだ残存している近隣関係の感情が，都市では自分の利害に代わっている」 
（Bandoeng Si 1943b：17）9 とみていた．
　したがって，バンドンのような都市では，まず，人間関係が希薄な社会か
ら，住民の動員・統制が可能な社会につくりかえる必要性があったと考えら
れる．そのために，隣組導入の目的として，「相互扶助精神の高揚」と「近
隣関係の感情の涵養と紐帯の強化」という近隣の社会関係についての住民の
精神性や感情について言及し，住民間の人間関係を意識的に緊密化しようと
こころみたことがうかがえる 10．
　また，東部ジャワ最大の都市スラバヤでは，防空強化の必要性から，1943
年 8 月末から防火隣組の結成がなされた （ジャワ新聞社 1944：212）．しかし，
フレデリックが実施したスラバヤの住民に対する聴き取り調査によれば，住
民はシノマンとよばれる既存の伝統的な防火組織の活動と防火隣組の活動と
を区別して認識していなかった （Frederick 1989：117）．この住民への聴き
取りから，スラバヤでは，軍政当局が既存のジャワにおける社会組織を再編
することで防火隣組を結成したことがうかがえる．
　以上，バンドンとスラバヤの事例から，軍政当局はジャワの各地域の地域
性や既存の社会的資源を見据えて，住民組織の導入という形で住民の動員・
統制の制度化を段階的にすすめていたことが確認できよう 11．
　次に，軍政当局がジャワの地域社会全体に住民組織を導入する企図をはじ
めて明示した第一回中央参議院の答申内容をみてみよう．
　
2-2. 第一回中央参議院の答申
　1943 年 10 月 16 日から 20 日まで開かれた第一回中央参議院 12 では，最高
指揮官の諮問「現地住民の大東亜戦争協力実践強化に関する方策如何」に対
して建議がなされた．諮問の内容から，軍政当局にとって，ジャワの一般住
民を戦争協力に動員するための具体策が急務であったことがうかがえる．こ
の諮問に対して，中央参議院では以下 4 点の答申をだした （ジャワ新聞社 
1993：31）．
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1. 防衛援護強化組織設立．
2. 労働力供出機関設立．
3. 戦時生活態勢強化．
4. 戦時下生産増強に関する諸方策．
　
　このうち，3 番目の「戦時生活態勢強化」の具体策としてあげられたのが，
「部落共済会の如き団体の新設増強をなすこと」13 であった．軍政当局が軍
政監の諮問への答申として期待した「ジャワの人的，物的資源をあげて戦力
化する戦時態勢の確立」 （ジャワ新聞社 1943：31） には，ジャワ奉公会にく
わえて「部落共済会」のような末端住民の動員と統制をはかる住民組織，つ
まり隣組のような隣保組織が必要であったと考えられる．
　第一回中央参議院の答申でだされた「部落共済会の如き団体の新設増強」
という起案は，既存のジャワ各地の隣組の段階的導入，とくに，バンドン市
とスラバヤ市の隣組の成果を何かしらふまえたものであると考えられる．そ
して，この第一回中央参議院での住民組織設立に関する議論は，およそ 2 ヶ
月半後にジャワ全土における隣組の導入，そして，その上部組織として隣組
を管轄するジャワ奉公会の設立として結実することになる．
3. ジャワ奉公会の設立経緯
3-1. 隣組制度の導入
　第 1 回中央参議院の答申からおよそ 2 ヶ月半後の 1944 年 1 月 1 日に，ジャ
ワ軍政監は「治政秘第 1515 号・隣保組織整備ニ関スル件達（関係一般）」 に
よってジャワ全土に隣組制度の導入を発令した．また，同時に隣組制度の具
体的な規定が示された「隣保組織整備要綱」も発表された（治官報第 14 号：
31）．
　隣組の活動内容を示した「隣保組織整備要綱」は，「目的」「組織」「事業」
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「経費」「類似組織トノ関係」「監督関係及上級団体トノ関係」「実施範囲」「細
部事項」「侯地ニ於ケル取扱」の全 9 条 から構成されている．同要綱の「組織」
では，ジャワの末端の地域住民は全戸を対象として，10 戸から 20 戸からな
る隣組を組織すること，その上部組織として字常会を設置することが規定さ
れた（治官報第 14 号：31）．また，同要綱の「事業」によれば，隣組の活動
内容は以下の 5 点であった（治官報第 14 号：31；ジャワ・バル 1944.2.1；ジャ
ワ新聞社 1944, 50）．
　
1. 郷土防衛．
2. 命令伝達．
3. 増産供出・配給・消費規正．
4. 軍事援護・軍事奉仕．
5. 住民間の相互援助．
　
　以上 5 点の事業内容から明らかなように，いずれも，総力戦下のジャワで
末端の地域住民たちを統制・動員する強い必要性から規定された活動である
と判断できる．そして，この隣組を基礎とする地域住民の動員・統制は，そ
の上部組織としてジャワ奉公会を位置づけることで，軍政当局の指揮・命令
はジャワ全土の末端まで貫徹することが可能となる．つまり，ジャワ奉公会
と隣組制度の設立は，軍政当局の中央の指揮系統を一般住民まで徹底させる
システムの構築だったことがうかがえる．それでは，ジャワ奉公会はいかな
る経緯で隣組制度と連動して設立に至ったのであろうか．次に，ジャワ奉公
会の設立の経緯についてみてみよう．
　
3-2. 新住民奉公組織設立準備委員会
　ジャワ奉公会の設立構想 14 は，1944 年 1 月 8 日公布の「新住民奉仕組織
設立に関する最高指揮官告諭」15 （以下，「最高指揮官告諭」） よって正式に
発表された （Kan Po No.34：11-12）．つまり，ジャワ奉公会の構想は，隣組
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の設立が発表された 1944 年 1 月 1 日から 1 週間後に発表されたことになる．
　「最高指揮官告諭」では新住民組織は「戦局の現況，ジャワの実相及熱誠
なる住民の総意に基き之を軍政奉仕運動の全住民的組織」と位置づけられた．
これを受けて，ジャワ軍政監は「新住民奉仕組織に関する軍政監声明」16  （以
下，「軍政監声明」） を出して，新住民組織が滅私奉公の精神を基礎とした「聖
戦目的の達成を実現せんとする住民実践奉仕組織」であることを強調した
（Kan Po No.34：11-12）．
　新住民奉仕組織の活動内容が記載されている「新住民奉仕組織設立要綱」
では，「目的」「名称・構成及組織」「事業」「人事」「経費」「既存類似組織統
合措置」「新組織設立事務」の 7 項目の概要のみが示され，詳細な規程など
は発表されなかった．また，この段階では，新住民組織にはジャワ奉公会と
いう正式名称も付されていなかった．とくに重要と思われる新住民奉仕組織
の活動内容がうたわれている「事業」でも，その活動内容が以下 5 点にわたっ
て簡単に示されたに過ぎなかった．
　
1. 軍政奉仕の率先実践．
2. 万民親和に依る軍政奉仕の指導．
3. 防衛強化．
4. 戦時生活態勢強化．
5. 住民救護補導．
　
　ここで注目されるのは，全体的に新住民奉仕組織の「事業」内容が，既述
の第一回中央参議院の答申内容と重なっていることである．とくに，「事業」
4 番目の「戦時生活態勢強化」は，第一回中央参議院の 3 番目の答申と同一
である．前者では「部落共済会」のような末端住民の動員と統制をはかる住
民組織の設立が起案され，後者でも同一の「戦時生活態勢強化」を事業の 1
つとしたことから判断すると，軍政当局が末端住民を統制・動員する施策に
いかに高い関心を持っていたかがわかる．
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　その後，ジャワ軍政当局は，同年 1 月 12 日に新住民組織設立準備委員会 （以
下「準備委員会」）17 を発足させてジャワ奉公会の具体的な運動・組織形態
についての討議を始めた （Asia Raya 1944.1.10，ジャワ新聞 1944.1.12）18． 
準備委員会は委員長 1 名，委員 28 名，幹事 14 名の全 43 名から構成され，
委員長には，山本茂一郎・総務部長が就任した．
　準備委員会では，ジャワ奉公会について，また，ジャワ奉公会と隣組の連
動性についてどのような議論がなされていたかは，準備委員会の議事録など
の一次史料が発見されていないため，直接的にはこれをあとづけることはで
きない．しかし，準備委員会の活動と開会時期が一部重なる第二回中央参議
院の議事録から，間接的にどのような議論がなされていたのかをある程度推
論することができる．なぜなら，既述のように，新住民奉仕組織の「事業」
内容は，第一回中央参議院の答申内容と類似しており，とくに，準備委員会
における「事業」項目の 4 番目と第一回中央参議院における答申の 3 番目は，
いずれも同一の「戦時生活体制強化」であった．このことから，少なくとも「戦
時生活体制強化」に関しては，第一回中央参議院と準備委員会の討議内容に，
一定の共通性や継続性があると判断できる．
　また，第一回中央参議院の答申を受けて，軍政監は第二回中央参議院の諮
問でより具体的な議論をすることを議員たちに求めており，第一回中央参議
院の答申内容は，後述する第二回中央参議院の答申内容と多くが重なってい
る．さらに，第二回中央参議院の議事録のなかには，山本茂一郎 19・総務部
長をはじめとする軍政監部関係者のほか，準備委員会委員と中央参議院議員
の兼職者 20 が，ジャワ奉公会や隣組制度について意見を述べている内容が
散見される．
　以上から，第一回中央参議院，準備委員会，第二回中央参議院まで，一貫
して「戦時生活体制強化」に関する議論が継続的になされた可能性がきわめ
て高いと考えられる．
　では，第二回中央参議院の議事録から，「戦時生活体制強化」に関する議
論を中心に，ジャワ奉公会と隣組制度の連動性に関する準備委員会の議論の
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内容を推論してみよう．
3-3. 第二回中央参議院の答申
　第二回中央参議院は，1944 年 1 月 30 日から 2 月 3 日まで開かれ，最高指
揮官の諮問は以下であった．
　
「彼我の攻防愈々急にして時局最も重大なる昭和十九年を迎え『ジャワ』
決戦即応体制を益々強化拡充する為，当面緊急の住民実践方策に関しその
院の意見を諮ふ」 （ジャワ新聞社 1944：33）．
　
　この最高指揮官の諮問に対して，以下 7 つの答申が出された （Tyuo 
Sangiin Zimukyoku 1944b：15, 1944c：40-41）．
　
1. 民防衛態勢の強化．
2. 防衛態勢の強化．
3. 民防空態勢の強化．
4. 食糧増産の実践方策．
5. 増産に対する農民精神の昂揚．
6. 隣組を基調とする住民態勢の強化推進．
7. 上記事項を近く誕生を見るべき「ジャワ」住民奉公組織の事業たらしむ
　こと．
　
　この 7 つの答申では，注目する点が 2 つある．1 つ目には，第一回中央参
議院の答申の 3 番目と，準備委員会の「事業」項目の 4 番目として位置づけ
られた「戦時生活体制強化」が，第二回中央参議院の答申の 6 番目では「隣
組を基調とする住民体制の強化推進」とさらに具体的な内容になっているこ
とである．既述のように，隣組の設立を受けてジャワ奉公会の構想が発表さ
れ，準備委員会が発足したことを考えると，第一回中央参議院で示された「部
（70） 創価人間学論集　第 10 号
落共済会の如き団体の新設増強をなすこと」が，第二回中央参議院に至って，
「隣組を基調とする住民態勢の強化推進」へとさらに具体化された歴史的経
緯が確認できる．
　2 つ目には，第 7 番目の答申から明らかなように，1 から 6 の答申すべてが，
構想中のジャワ奉公会の事業と位置づけられていることである．つまり，第
二回中参議院で建議されたすべての答申は，ジャワ奉公会の設立を前提とし
て起案されたことになる．したがって，自明ながら，6 番目の答申「隣組を
基調とする住民態勢の強化推進」もジャワ奉公会の事業となる．
　以上から，第二回中央参議院では，ジャワ奉公会と隣組制度との連動性が
明確に企図されていたことが確認できる．それでは，第二回中央参議院の議
事録から「戦時生活体制強化」に関する内容に焦点をあてて，軍政監部の実
務最高責任者であった山本茂一郎と，準備委員会と中央参議院議員を兼職者
したスカルノがジャワ奉公会と隣組についてどのような発言をしていたかを
確認してみたい．
　はじめに，ジャワ軍政監部総務部長と準備委員会委員長を務めた山本茂一
郎の発言をみてみよう．
　
　みなさんもご存知のとおり，住民奉仕組織が新たに設立されました．私
も設立準備委員会の委員長に就任し，新組織設立を準備しているところで
す．設立準備委員会は職員と住民から構成されています．全委員間の議論
が真剣かつ明快なので，新組織の要点，すなわち，規程，特別規程，執行
部規程などもすでに決定しております．その後，実行化のため，新組織の
運営方法の問題について委員全員で議論と精査を再度行ないます．隣組に
ついては，その要綱がすでに決定しております．そのため，各州では，短
期間のうちに都市部から徐々に要綱が実施できるように，隣組の設立に
向けた準備が懸命になされています （Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：17 
下線は筆者）．
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　第二回中央参議院での山本の登壇は，総務部長として最高指揮官の諮問
に対する趣旨説明を行なうためであった．山本は，最高指揮官の諮問につ
いて 9 つの観点から説明を行なっている（Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：
14-23）．山本は，このうち 5 点目として住民奉仕組織の設立について言及す
るなかで，上記のようにジャワ奉公会と隣組の準備状況を順に紹介した．つ
まり，両者はそれぞれが独立して準備がなされたのではなく，同時並行的に
両者の設立が計画されていたと推論できる．次に，中央参議院議長と準備委
員会委員を兼職したスカルノの発言 21 をみてみよう．
　
　村落部，都市部での隣組を基礎とする新組織の設立によって，ジャワの
全住民が近隣意識と相互扶助の感情をもち，この総力戦下において，生産
物，とくに，きわめて重要な食糧の増産のために尽力しなければなりませ
ん （Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：29 下線は筆者）．
　
　スカルノは，新組織すなわちジャワ奉公会の基盤が隣組にあること述べた
あとで，軍政当局にとっての喫緊の課題であった食糧増産に，ジャワ奉公会
が貢献することを主張している．既述のように，1943 年の経済状況は深刻
化していたが，1944 年に入るととくに食糧事情が悪化した．軍政当局もこ
の厳しい食糧事情への対応が喫緊の課題となっていた．このことは，ジャワ
軍政監部警務部が軍政監を報告先として作成した1944年2月分の「治安月報」
での以下の記述から確認できる 22．
　
　生活必需品ノ減少ハ漸次深刻化シ，通貨膨張ト相俟ツテ価格昂騰シア
リ，就中食料衣料ノ逼迫著シク，闇取引ノ横行ニヨル需給混乱ト共ニ，価
格ハ日ヲ追ツテ昂騰シ，戦前ノ倍乃至十数倍の高価ニ非ザレバ入手シ得サ
ル状態トナリ，一部地方ニアリテハ半裸トナリ，甘藷其他野草ノ葉根又ハ
尚早ノ「タピオカ」等ヲ常食トシテ露命ヲ継キアルモノ，或ハ食糧オ欠乏
ニヨリ飢餓，浮腫病発生シ死亡者ヲ出ス等アリテ，民情ハ悪化ノ傾向ア
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ルノミナラス，食糧衣料ノ欠乏ニ其因スル窃盗，闇取引，流言，傷殺害
事件及其他不祥事件増加シアリ （爪哇軍政監部警務部 , 1944, JACAR Ref.
C14060156300 下線は筆者）．
　
　軍政当局は，ますます逼迫する食糧事情のなかで，末端の地域住民の統制
と動員をはかり食糧増産を達成する必要があった．スカルノは，議長として
中央参議院の全体の議事を調整し，進行する立場にあった．また，準備委
員会の委員を務め，ジャワ奉公会の方向性についての議論にも参加していた．
スカルノの上記の発言は，重大化する戦局にあって，軍政当局にとってもっ
とも喫緊の課題の 1 つであった食糧増産を，隣組とジャワ奉公会の連動に
よって達成しようとしていた強い意図がうかがえる．
　次に，ジャワ奉公会の設立とその最終的な構想が，隣組と同じであったこ
とを示してみよう．
4. ジャワ奉公会の設立
4-1. ジャワ奉公会の設立
　ジャワに日本軍が上陸した戡定記念日 3 月 1 日を期して新住民奉仕組織の
名称をジャワ奉公会として発足することになった （ジャワ新聞社 1944：41）．
ジャワ奉公会は，既存の軍政のための民衆総力結集運動 23 を解消・再編し，
ジャワにおける人的資源を最大限に動員することを目的とした （Kanahele 
1967=1977：218）．そのため，会員資格は「ジャワ奉公会規約」第四条によ
れば「本会ハ満十四才以上ニシテ奉公精神ヲ護持シ挺身本会目的ノ実践推進
ニ当タル者ヲ会員トス」 （治官報第 16 号：26，Kan Po No.37：14） と規定さ
れた．
　準備委員会で幹事長を務めたジャワ軍政監部総務部企画課長の野村哲 （陸
軍中佐） は，手記の中で「44 年 3 月奉公会ヲ設立，半官半民ノ団体ヲ結成
セシメ以テ一層戦争協力ニ資セシメントセリ」 （NIOD 400-772） と述懐して
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いる 24．この野村の回想からもわかるように，ジャワ奉公会は，軍政協力の
ためにジャワにおける人的資源を最大限に動員する体制を確保するために設
立されたのである．
　ジャワ奉公会の特徴は，民衆総力結集運動が都市における知識人を担い手
とするきわめて限定された活動であったのに対し，ジャワ奉公会は地理的に
は都市と農村も，また，階層的には上層と下層を包含した幅広いセクターを
傘下に置く組織であった （倉沢 1992：334）．また，民族的には，インドネ
シア人とそのほかの少数民族ごとに個別の組織を結成して統治を行ってきた
これまでの分割による民族政策を改めた．その結果，華人，アラブ人，欧亜
混血人の共同体を 1 つの秩序のなかに同化させて，すべての民族を日本の最
高指揮官の指導下に置くことをこころみた （Kanahele 1967=1977：218）．こ
のため，既存の華僑総会，アラブ委員会，インド・ヨーロッパ委員会などが
ジャワ奉公会に吸収されたのである （倉沢 1992：335）．これらの民族同化
政策の実行にあたっては，さかんに「五族協和」というスローガンが用いら
れた （西嶋・岸 1959：383）．
　このように，ジャワ奉公会はすべてのジャワのひとびとを最高指揮官の指
揮下に置こうとした点で，運動の主体が限定されていた民衆総力結集運動と
は大きく異なっていた 25．ジャワ奉公会は，まさにジャワの全民衆を包含し
た「全住民組織」（斉藤 1977：135）として設立されたのである 26．
　「ジャワ奉公会規約」 （治官報第 16 号：26-8） および 「ジャワ奉公会規約細
則」 （治官報第 16 号：28-31）によれば，ジャワ奉公会には中央と地方の組
織に分かれていた．多数の従業員を有する工場，事業所，公団，公社には特
別奉公会が設置された （治官報第 16 号：27,29）．
　中央組織は，総務・実践・教化の各局から構成される中央本部と，ジャワ
奉公会の活動を掌握する中央奉公会議から構成された．このうち，中央本部
長にスカルノ，中央奉公会議長に旧慣制度調査委員会で議長を務めた林久次
郎，副議長にはハッタが選出された．
　一方，地方組織は行政単位である州 （Syuu）・県 （Ken）・市 （Si）・市区 
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（Siku）・郡 （Gun）・村 （Son）・区 （Ku）に地方奉公会と地方奉公会議が設
置された．つまり，すべての行政単位にジャワ奉公会の支部が結成された 
（ジャワ新聞社 1944：42） のである．このジャワ奉公会の地方組織の設立に
よって，軍政当局の統制はすべての範囲に及ぶことが可能となった （Legge 
[1972] 2003：198）．
　そして，全民衆を包含するジャワ奉公会による軍政協力達成のために，重
要視されたのが隣組であった （Hering 2002：332）．なぜなら，軍政当局は
隣組を「奉公会とは双翼両輪の関係をなし両々相俟って軍政浸透，協力実践
の実をあげる」 （ジャワ新聞社 1944：50） 組織と考えていたからである．し
たがって，既述のように隣組とジャワ奉公会がほぼ同じ時期に結成されたこ
とはけっして偶然ではなかった．むしろ，両者の設立は同じ構想から生まれ
たものであり，相互の連動性が前提とされていた．その根拠を次に示してみ
よう．
4-2. ジャワ奉公会と隣組の構想と連動性
　Kan Po の第 34 号では，新住民組織の設立に関する文書が 7 点記載されて
いる （Kan Po No.34：11-22）．これらを順にあげると，「新住民奉仕組織に
関する最高指揮官告諭」，「新住民奉仕組織に関する軍政監声明」27，「新住
民奉仕組織に関する軍政監部公告」28，「軍政監部発表」29，「新住民奉仕組
織設立要綱」30，「隣保組織整備要綱の件に関する軍政監部公告」31，「新住
民奉仕組織発足に関する総務部長演説」32 （下線は筆者） となる．
　ここで注目されるのは，ジャワ奉公会（新住民奉仕組織）の設立に関する
一連の公示のなかに，隣組制度の役割を説明した「隣保組織整備要綱の件
に関する軍政監部公告」が割り込むかたちで入っていることである 33．この
「新住民奉仕組織に関する軍政監部公告」では，新住民組織，すなわち，後
に正式に発足するジャワ奉公会が，現在準備中でまもなく発足する隣組と連
携することによって十全に機能することが述べられている （Kan Po No.34：
14）34．
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　一方，隣組制度の具体的な規定を示した「隣保組織整備要綱」では，第 6
条「監督関係及上級団体トノ関係」の第 2 項で「軍政奉仕会（仮称）其ノ他
軍政協力団体ニシテ之ガ下部実践体タラシムルコト」いう条文がみられる 35．
この条文のなかで「軍政奉仕会」が仮称と紹介されていることから，「軍政
奉仕会」とは構想中あるいは準備中の組織体，すなわち，ジャワ奉公会のこ
とをさすと判断できる．
　以上から，ジャワ奉公会と隣組は，両者の相互補完によって存立しえるこ
とがそれぞれの設立構想のなかで明確に意識されていたことが確認できる．
このことをさらに傍証するのが，軍政当局によるジャワ奉公会と隣組制度の
関係に関する以下の認識である．
　
　奉公会の目標が特に軍政施策の迅速適正なる浸透にあるため，行政下部
機構として逐次組織されつゝある隣保制度とは密接な関係をもって連繋を
保つものである．（ジャワ新聞社 1944：42，下線は筆者）
　
　軍政の強力なる浸透を期するためにジャワ奉公会が設立されたが，これ
とは別個に行政下部組織を通じて施策の一貫徹底を期するため軍政當局は
1 月 11 日付當局談をもつて全島に隣保組織を編成する旨発表した．（ジャ
ワ新聞社 1944：50，下線は筆者）
　
　これらの認識は，ジャワの現状を討議するために，1944 年 3 月に開催さ
れたジャワ軍政監部の総務部長会合同でも確認できる．軍政当局は，同会同
の研究懇談事項のなかで「軍政ヲ末梢迄浸透セシムル為最モ速効的ナル具体
策」の 1 つとして「総合的住民奉仕組織及隣保組織ノ確立」をかかげ，以下
のように構想していた．
　
　行政下部機構トシテ字常会及隣組ヨリ成ル隣保制度ヲ整備スルコトト
シ，都会ヨリ逐次実施，本年迄ニ全島的組織トスル予定ニシテ之ニ依リ
（76） 創価人間学論集　第 10 号
奉公会ノ運用ハ完遂スル次第ナリ （爪哇軍政監部，1944，JACAR Ref. 
C14060768600 下線は筆者）．
　
　この軍政監部の軍総務部長会合同の研究事項項目の内容から明らかなよう
に，隣組制度がジャワ全島に普及することによってジャワ奉公会の組織運営
が十全にはかられることが強く期待されている．また，ジャワ奉公会と隣組
制度の発足時に，ジャワ軍政監部の実務担当の最高責任者である総務部長の
任にあり，後に軍政監を務めた山本茂一郎は，終戦後の 1949 年 6 月に書い
た手記のなかで , ジャワ奉公会と隣組の関係を以下のように回想している 36．
　
　隣組（中略）ハ実践ニヨル相互扶助及協力ヲ目的トスルモノデアツテ奉
公会ハ此処ニニ基盤ヲ置クモノデアル （NIOD 400-1443, 下線部は筆者）．
　
　自治行政ノ最下部組織タルト同時ニ奉公会運動ノ基盤デアル．即チ民衆
ノ最下部組織トシテ各部落ニ十戸乃至二十戸（土地事情ニヨリ差アリ）ヲ
以テ 1 ツノ組ヲ作リ相互扶助及協力ニヨリ日常生活ヲ実践スルモノデアル．
此ノ隣組ハ約三ヶ月デ殆ンド全島ニ普及シタ （NIOD 400-1443, 下線部は
筆者）．
　
　以上から，ジャワ奉公会という翼賛運動の末端社会への浸透という構想が，
行政の下部機構において隣組と分ちがたく結びつくことによってはじめて実
現可能となっていたことが改めて確認できる．この意味で，ジャワ奉公会と
隣組は，まさに「有機的に連接した」 （山本 1978：101） といえる．この両者
の「有機的な連接」とは，具体的には，小座野が指摘しているように，末端
行政の首長であった区長 37 を介することによって行われた （小座野 1997a：
18）．
　既述のように，ジャワ奉公会と隣組との連接は，ジャワ島の州 （Syuu）・
県 （Ken）・市 （Si）・市区 （Siku）・郡 （Gun）・村 （Son）・区 （Ku） までを完
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全に射程においた翼賛組織を完成させた．そして，区以下の末端の地域社
会では，軍政当局が「行政下部組織」または「行政下部機構」と位置づけた
隣組によって，ジャワ奉公会の施策や運動が徹底された．ジャワ映画社が
1944 年に制作した映画「隣組」38 のなかでも，ジャワ奉公会の設立を隣組
長か隣組員である住民に伝える光景が描かれている （ジャワ映画社 1944）．
　しかし，アジズがいうように，ジャワ奉公会はあくまでも表面的にはひと
びとの助け合いや協同の精神を発揮して，聖戦のために軍政の施策を実行し
それをささえなければならなかった（Aziz 1955：222-3）．このため，社会
の末端にまで軍政の施策を迅速に，かつ，確実に浸透させるだけでなく，互
酬性を喚起しながらすべての住民を日常的に統括する「住民親和」の下部組
織としての主体，つまり隣組が必要だった 39．
　山本茂一郎は「隣組はその地域の全住民を抱合するものであって，インド
ネシア人のみを対
（ マ マ ）
照とするものでない所に新たな 1 つの特色がある」（山本 
1978：101）と回想している．つまり，隣組は，理念的には「万民親和」や「五
族協和」というジャワ奉公会の構想を実現するための近隣社会における社会
関係や交際の場として位置づけられたのである 40．
　こうして，ジャワ奉公会という触手は，中央政府から隣組組織にいたる
まで，当時のジャワ社会の基礎により深く浸透していった（Legge [1972] 
2003：198）．そして，このジャワ奉公会と隣組・字常会の連動によるジャ
ワ社会への深い浸透は，ベネディクト・アンダーソンが指摘しているよう
に「インドネシアの歴史上，首都における政治権力の中枢と意思決定に，は
じめて農村世帯を継続的かつ事実上完全に連動させる政治組織が成立した」
（Anderson 1961：46）ことを意味していた．ジャワにおける大政翼賛運動は，
ジャワ奉公会と隣組の連動によって大きな展開をみせていくのである．
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結語
　日本占領下におけるジャワ奉公会は，重大化する戦局のなかで，末端の地
域住民を動員・統制する必要性から隣組と同じ構想によって設立された．軍
政当局は，総力戦下における地域住民の動員・統制を，ジャワ各地で隣組の
段階的導入によってまず行なった．その後，ジャワ奉公会と隣組の連動によっ
て，軍政当局の命令・指揮系統はジャワ島の州 （Syuu） から隣組まで貫徹す
ることが可能になった．軍政当局は，この両者の連動によって，住民に対す
る動員・統制の完全な制度化のシステムを構築したといえる．
　日本のジャワ占領統治は，1942 年 3 月から開始されており，本論で論じ
たジャワ奉公会の設立までには 2 年間の時間差がある．この 2 年間に，日本
軍政当局が実施した大政翼賛運動に関する政策を一瞥してみると，三亜運動
や民衆総力結集運動の展開，民族別諸団体 （華僑総会，アラブ委員会，イン
ド・ヨーロッパ委員会，邦人報国会など） や，社会諸団体 （青年団，警防団，
婦人会，ジャワ新聞会，ジャワ医事奉公会，ジャワ教育奉公会，ジャワ体育
会，ジャワ通信奉公会など） の結成などが確認できる．
　したがって，ジャワにおける大政翼賛運動は，本論でとりあげたジャワ奉
公会・隣組だけでなく，従前の三亜運動と民衆総力結集運動の展開や，民族
別諸団体・社会諸団体の結成にまで遡り，それぞれの形成・発展過程を詳細
に考察しながら全体を俯瞰する分析が必要である．これらの運動や諸団体と，
本論で論じたジャワ奉公会・隣組をふくめた全体的な分析については別論を
期したい．
付記：本論文は JSPS 科研費 JP26284012 の助成を受けた研究成果の一部で
ある。
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注
1.　本論では，隣組とジャワ奉公会の設立過程に焦点をあてるため，両者の具体的な
機能や活動内容の詳細については言及しない．これらの論考については別論を期す．
2.　1943 年当時の経済状況の悪化については，ジャワ軍政監部の 1942 年度と 1943 年
度の一般会計予算の異同をみると明らかである．1942 年度予算は 225,591,621 ギル
ダーであるが，1943 年度予算では，経常部と臨時部合わせて 252,626,273 ギルダー
と前年比 27,034,652 ギルダー増であった．しかし，歳入に占める割合がもっとも
大きい税収では，1942 年度予算が 85,992,400 ギルダーであったのに対して 1943 年
度予算では 82,437,000 ギルダーと 3,555,400 ギルダーのマイナス計上となっている
（治集団軍政監部 n/d, NIOD-4411）．
3.　本資料には調査時期は明記されていないが，資料の発刊が 1943 年 7 月であること
から，1943 年の上半期に調査が実施されたと推測される．
4.　外務事務官としてジャワ軍政監部の政務班長を務めた斉藤鎮男は以下のように述
べている．
「新組織の特徴は，その目的を軍政施策の実践推進に絞り，その会員は全民族を
包合したところにあり，その性格は軍政機関と一体ということにあった」（斉藤 
1977：134）
5.　ジャワ奉公会の結成は日本国内では以下のように報道されている．
　ジャワ奉公会組織決まる
　ジャワ住民の奉仕組織の結成については過般来設立準備委員会で規約の決定そ
の他一切の手続きを進めていたが，このほど成案を得たので，7 日規約，事務機関，
職制などが発表された．内地の大政翼賛会にも比すべき新住民奉仕組織はジャワ
奉公会と称し，会員組織として日本人，インドネシアを初め，華僑，混血住民の
満 14 歳以上のものをもって組織し，軍政監を総裁として万民調和による軍政奉仕
の実践，指導，防衛の強化，戦時生活態勢の確立などを目標に強力な住民運動を
展開するものであって，州，特別市，県，郡，区にそれぞれ北方奉公会を設置す
る外，工場，事業場，公団，公社など多数の従業員のいる職域では特別奉公会を
組織することになっている．ジャワ奉公会は来る 3 月１日皇軍ジャワ上陸記念日
を卜して発足し，同月 9 日第 1 回大会を開催する予定である．（朝日新聞 1944.2.9）
6.　1944 年 9 月 7 日，小磯首相が帝国議会でインドネシアの将来の独立許容声明を発
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表すると，軍政当局は新国家建設の基盤確立を重要課題と設定し，これにあわ
せて 1945 年 2 月にジャワ奉公会の綱領，規約などを改正した（Kan Po No. 59：
17-19）．この綱領や規約の改正によって，ジャワ奉公会はこれまでの日本軍政へ
の協力にくわえて，独立基盤の完成という新しい目的が付加された．すると，軍
政当局はジャワ奉公会がインドネシア独立のための任務を負っていることを特に
強調し，奉公会運動がだれのためでもなく，ほかならぬジャワの住民のためのも
のであると喧伝した（新ジャワ：1945.4. ：48）．
7.　ケドウ州の隣組設置について，ジャワ新聞では，以下のように報じている．
　各県市郡村にそれゞ地方振興協議会を設け各地域内の官吏及び民間の有識者が
会員となって毎月一回召集する，その下部組織として各区に組を置き約十戸を単
位として，さらに隣保を作り区長は組長会議を，組長は隣保常会を開いて上意下
達と下意下達をはかる仕組みになっている（ジャワ新聞 1943.11.21）．
8.　バンドンに隣組を導入した法令は 1943 年 3 月 9 日付の「バンドン市地域における
隣組規定」（Bandoeng Si 1943a）である．インドネシア語原文は， “Peratoeran Tata-
Keloearga （Tonari Kumi）dalam Daerah Bandoeng Si” である．このバンドンにおける
隣組導入は，バンドン市を統括するプリアンガン州長官の命令であることが，同
法令の署名と発効日の次に記載されている．記載の内容によると，プリアンガン
州長官の命令日は 1942 年 2 月 28 日となっている．つまり，実際の導入の 3 ヶ月
前から隣組の構想があったことがわかる．
9　「バンドン市地域における隣組規定の説明」（Bandoeng Si 1943b：14-27）による．
同文書のインドネシア語原文は “Keterangan Peratoeran Tata-Keloearga （Tonari Kumi） 
dalam Daerah Bandoeng Si” である．
10.  バンドン市長のアトマ・ディ・ナタは，隣組導入によって，実際に都市における
住民間の人間関係の希薄さが解消した旨を証言している （Tjahaja 1943.12.8）．
11.  バンドンの隣組導入の詳細については別論を期す．
12.  中央参議院の開設は，1943 年 6 月 16 日に開催された第 82 回臨時帝国議会で，東
條首相がインドネシア地域のインドネシア人の政治参与を約束した声明の具現策
であった．しかし，中央参議院の開設は，あくまでも南方防衛の要衝であるジャ
ワの住民協力を著しく盛り上げるために有効な代償として付与されたものであっ
た （岸・西嶋 1959：353）．したがって，中央参議院の位置づけは「最高指揮官ニ
直隷シ，政務ニ関シ最高指揮官ノ諮問ニ答申シ最高指揮官ニ対シテ建議ス」（治官
報第 10 号：8）とされ，あくまでも軍政の最高諮問機関という性格をもっていた．
また，中央参議院は議員と中央参議院事務局 （以下，事務局）から構成されたが，
実質的には日本人官吏で固められた後者に大きな権限があった （岸・西嶋  1959：
357）．事務局の運営規定を定めた治監令第 6 号「中央参議院事務局規定」によれば，
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その設置の目的は「中央参議院ノ會議ノ準備，議事ノ整備，議事録ノ作成，最高
指揮官ニ対スル答申及建議ノ進達其ノ他参議院ニ関スル事項ヲ掌理」 （治官報第 10
号：10）することにあった．つまり，事務局は中央参議院で討議される議事やそ
の進行を完全に掌握できるようになっていたのである．つまり，中央参議院は自
由な議題を討論する議場ではなく，最高指揮官である 16 軍司令官があらかじめ
準備した諮問に対する答申の作成や建議の提出を目的として議論がなされたので
ある．さらに，諮問の内容も軍政浸透徹底，民度向上，教育及び教化，産業経済，
厚生経済，衛生の 6 項目に限定された （西嶋・岸 1959：356）．
13.  この「部落共済会の如き団体」は，当該の内容を示すインドネシア語原文では，「ル
クン・カンプンやルクン・デサなどの団体」と記載されている．インドネシア語
原文では “perkoempoelan-perkoempoelan seroepa roekoen kampoeng, roekoen desa dan 
sebagainja” である （Soeara Asia 1943：200）．
14.  1944 年 1 月 4 日のジャワ新聞には，軍政への新協力体制の必要性から官民・全
協力団体を糾合する構想が練られていることがうかがえる記事が掲載されている
（ジャワ新聞 1944.1.4）．時期的に見て，遅くとも 1943 年の 12 月末の段階で，新
住民組織設立の構想があったと推論してよいだろう
15. インドネシア語原文では “Amanat Saiko Sikikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
　　　軍政監部は，「最高指揮官告諭」が公布される前日の 1 月 7 日に，爪哇軍政監
部総務部長，内務部長名で「治政総企第 1775 号　新住民組織結成発表ニ伴フ感
興調査ノ件」を発出し，新住民組織結成についての感興調査の依頼を行なってい
る．調査結果の提出期日は 1 月 18 日までとされており，調査対象はプートラ関係
者，官公吏，イスラーム関係者，新聞界，華僑，混血住民などであった （M549：
5179-16）．
16.  インドネシア語原文では “Keterangan Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
17.  準備委員会は遅くとも 1944 年 2 月末までに職務を終えて同年 3 月 1 日までに解散
することが規定された （Kan Po No.34：18）．準備委員会の職務は以下の 6 点であっ
た （Asia Raya 1944.1.10）．
　　1. 奉仕組織に関する詳細を決定すること．
　　2. 奉仕組織の諸幹部を任命すること．
　　3. 各種団体の統合を行なうこと．
　　4. 奉仕組織の方針・目的を決定すること．
　　5. 奉仕組織の職務に関する諸問題について討議すること．
　　6. 奉仕組織の事務所を建設すること．
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18.  ジャワ新聞の記事では幹事のうち，スマナン （プートラ） の名前が欠落している．
19.  山本茂一郎は準備委員会の委員長として，ジャワ奉公会の設立準備の中心的な役
割を担った．ジャワ奉公会の設立にあたっては，山本茂一郎から請われて，日本
の大政翼賛会で組織局長の重責を担い，翼賛壮年団では副団長兼中央本部長も務
めた是松準一が陸軍司制長官としてジャワに赴任した （是松 2001：132）．是松
のジャワ赴任についての記述は，是松の妻の日記を長男の恭治が書き起こしたも
のである．ジャワ奉公会は組織規模が大きく新奇な構想であったため，是松が招
請されて指導役となった （斉藤 1977：135）．是松がどのようにジャワ奉公会を
指導したのかについては詳細な史料がなく，今後の課題である．ジャワ奉公会は
1945 年 1 月に運動・組織の強化策がはかられた （Kan Po No.59：15-19） が，是松
は，中央本部次長としてこの強化策についての見解を「ジャワ新聞」に寄せてい
る （ジャワ新聞 1945.1.24）．
20.  インドネシア人の準備委員会委員 25 名のうち 19 名が中央参議院の議員を兼職し
ていた．
21.  スカルノ以外にも以下のような中央参議院議員の発言がみられる．
　　ブンタラン （中央参議院副議長・準備委員会委員）
　　新組織の設立はジャワの全住民の奉仕をひとつにするものです．したがって，今
こそ，新ジャワの全住民は奉仕をひとつにするために尽力しなければなりません 
（Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：4）．
　　ウルヤニングラット （中央参議院議員）
　　実際的な方法は全ジャワにまもなく設立される隣組との協働です（Tyuo Sangiin 
Zimukyoku 1944a：63）．
　　スリスナ・スンジャヤ （中央参議院議員）
　　新組織と隣組を介して情報が隅々にまで入っていけば　私たちは奉公精神が身体
にみなぎると確信します （Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：70）．
22.  原文の資料では句読点が判別できないが，読みやすくするために筆者がこれを補っ
た．
23.  民衆総力結集運動は従前の三亜運動にかわって，1943 年 3 月に組織された軍政協
力のための運動である．インドネシア語では “Poesat Tenaga Rakjat” と呼ばれた 
（略称は Poetera ＝プートラ）．運動の中心を担ったのは，スカルノやハッタをは
じめとする民族指導者や高名な宗教指導者たちであった．とくにスカルノは，か
ねてから軍政当局に対して民衆運動の許可を強く求めていたが，当局側も軍政協
力の枠内に限定することを条件にこれを認めた （斉藤 1977：116）．したがって，
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民衆運動といっても自由な運動が保証されていたわけではなく，「政治化を伴わな
い動員」 （倉沢 1992：314） が基本原則であった．
24.  資料からは手記が書かれた日付は特定できない．しかし，野村の経歴に関する記
述が 1946 年 6 月までになっていることから，同年月以降に書かれたと判断できる．
25. ジャワ奉公会は「民衆総力結集運動」 （プートラ）と完全に非連続であったわけで
はない．たとえばプートラの衛生部は，ジャワ奉公会に先駆けて 1943 年に 8 月に
設立されたジャワ医事奉公会と密接な関係をもっている．ジャワ医事奉公会につ
いて別論を期す．
26.  アメリカ戦争情報局 （OWI） 海外支局のレポートでも，ジャワ奉公会の構成員が民
族的に多様であるとする記述が確認できる （OWI GID Report No.559：2）．
27. インドネシア語原文では “Keterangan Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
28. インドネシア語原文では “Pengoemoean Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
29.  インドネシア語原文では “Berita Gunseikanbu” である．
30. インドネシア語原文では  “Azas-Azasmanat Badan Baroe oentoek Kebaktian Pendoedoek” 
である．
31. インドネシア語原文では “Pengoemoean Gunseikan tentang Hal Menjoempoernakan 
Sesoenan Roekoen Tetangga” である．
　　ジャワ以外でも隣組制度の導入が検討されていた経緯がみとめられる．たとえ
ばスマトラのアチェでは，日本の敗戦直前の 1945 年 8 月 1 日から，「アチェ州告
示第 12 号」によって全州での隣組制度の導入が期されていた．また，時期につ
いては不明だが，「アチェ州告示第 12 号」がだされる以前にも，アチェでは都
市部などですでに隣組制度が導入されていたことがうかがえる （Atjeh Shinbun 
1945.7.12）．
32. インドネシア語原文では “Pidato Soomubutyoo tentang Lahirnja Badan Baroe oentoek 
Kebaktian Pendoedoek” である．
33.  ジャワ新聞社が発行した年鑑 「アルマナック・アシア・ラヤ 2604 年」 でも同じよ
うな配列がみられる （Djawa Shinboen Sja 2604）．同年鑑では，ジャワ奉公会に
関する告示や法令の紹介，アシア・ラヤ紙の代表者であり，準備委員会委員も務
めたスカルジョ・ウィルヨプラノトによる隣組についての説明 （Soekardjo 1944：
179-189），上述の 「隣保組織整備要綱の件に関する軍政監部公告」 という順番に
なっている．
34.  この「新住民奉仕組織に関する軍政監部公告」の一文は，「新住民奉仕組織設立要綱」
の第 2 条 3 項の組織 f の条文に明記されている．この条文には，「業務を遂行する
にあたっては，本新住民奉仕組織は現在整備されている隣組またはそれに類する
組織と会合をもたなければならない」 （Kan Po No.34：17） という条文がみられる．
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35.  軍政監部内務部が作成した『隣保組織整備之栞』では，「隣保組織整備要綱」第6条「監
督関係及上級団体トノ関係」について，同資料の「隣保組織ノ上下関係ハドウナ
ルカ」のなかで「各種軍政奉仕運動ニ就イテモ隣組，字常会ハ最下部ニ於ケル実
践活動ヲスルノデアル」 （軍政監部内務部 1944：5） と説明している．
36. ジャワ軍政監部政務班長の要職にあった斉藤鎮男も，隣組制度との協力関係を重視
した理由を，ジャワ奉公会の志向する全住民組織という特長を発揮させるため （斉
藤 1977：135） と回想している．
37.  ジャワ奉公会実践局長のオットー・イスカンダル・ディナタは，ジャワ奉公会の
諸業務がデサで実践されることから，区奉公会は隣組との会合を開いて連絡をと
るように述べている （Kan Po No.59：19）．
38.  該当部分は，第 1 巻の冒頭から 5 分 7 秒後くらいから描かれている．倉沢は内容，
ナレーション，登場人物のセリフを一部紹介している （倉沢 1992：694-696）
39.  ジャワ新聞社の外勤部員・山下鐵夫は「 『住民総親和』の実現も永い間反目しあ
つた各階級，各民族の団結であるだけに早急なる期待は無理であらう．たゞ，最
近における隣組の和合はたしかに注目に値する」 （山下 1944：24） と述べて，住民
間の親和に隣組がはたした役割を評価している．
40.  インドネシア語整備委員会の委員として軍政にも関わった文学者のタクディル・
アリシャバナは，日本占領期のインドネシアを描いた思想小説『敗北と勝利』の
なかで，ジャワ奉公会の発足と隣組制度の関係について以下のように描いている．
軍政諸般にわたって当局を支持し，民衆の間に相互扶助による協力関係を築く
ことが目的であった．ジャワ奉公会と隣組というこの 2 つの組織を使って，軍
政当局は，住民を辺境の村々にいたるまで，効果的に支配できるのであった． 
（Alisjahbana 1978=1983：240）
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［書評］
西山茂『近現代日本の法華運動』
（春秋社、2016年7月刊、ISBN 978-4-393-17375-6）
中　野　　毅
　　　
　　　　　
　日本の宗教社会学を長年にわたって牽引してきた西山茂（東洋大学名誉教
授）氏が、日蓮・法華系に関連する宗教運動の研究を一書にまとめて公刊した。
西山氏はこれまで近代日本の宗教運動についての社会学的研究を精力的に重
ね、多数の論文を発表し、また編者として多くの出版に携わってきた。しか
し、本人の単著として世に問うのは初めてであり、これまでの諸論考を単行
本として出版して欲しいと願ってきた一人として、喜びに堪えない。
　西山氏の主要な研究領域は、①地域社会における宗教の受容・浸透・定着
及び変容に関する研究、②新々宗教を含む新宗教の研究、③日蓮主義と法華
系在家教団の研究という 3 分野にわたっており（本書 381 頁。以下数字は本
書の頁を示す）、それぞれ領域で多数の論考を発表されているが、その中の
③の研究成果をもとに刊行したのが本書である。A5 版 491 頁におよぶ大作
である。
　本書の構成と目次は以下の通りであり、参考に各章の下地となった論文の
初出年を右に記した。1975 年から本年に至る長年の研究の成果であること
が分かるが、本書に収録される際に、一部は現段階において必要な補筆が加
えられている。
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はしがき
Ⅰ　日蓮主義と近代天皇制
第 1 章　近代天皇制と日蓮主義の構造連関   2014 年
第 2 章　「賢王」信仰の系譜    1995 年
第 3 章　石原完爾の日本主義    1986 年
Ⅱ　法華系在家教団の成立と変容
第 4 章　佛立開導・長松清風の周辺体験と思想形成  1982 年
第 5 章　佛立講の成立と展開    1991 年
Ⅲ　法華系在家教団の展開
第 6 章　仏教感化救済会の創立者・杉山辰子とその教団 2011 年
第 7 章　法音寺開山・鈴木修学とその教団   2005 年
第 8 章　戦後における立正佼成会と創価学会の立正安国 2014 年
Ⅳ　正当化の危機と内棲教団の自立化
第 9 章　戦後創価学会運動における「本門戒壇」論の変遷 1975 年
第 10 章　正当化の危機と教学革新    1986 年
第 11 章　内棲宗教の自立化と宗教様式の革新  1998 年
第 12 章　冨士大石寺顕正会の誕生    1978 年
Ⅴ　日蓮仏教と法華系新宗教の特徴
第 13 章　法華系新宗教への日蓮仏教の影響   2015 年
第 14 章　日蓮仏教と法華系新宗教の現証起信論  2016 年
あとがき
索引
　
　内容の概要は、筆者自身が「はしがき」で紹介しているので、それを参照
しつつ整理すると以下のようになる。まず本書はⅠ～Ⅴの分野に分かれるが、
諸論考のテーマの近似性に基づいてまとめられている。
　Ⅰ　近代日本社会の基本構造となった天皇制と日蓮主義の構造的連関性が
テーマとして論じられている。第 1 章で日本近代の国体概念を「顕密変動」
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と捉えたうえで、その展開過程を段階的に辿り、日蓮主義運動との関係を歴
史社会学的に論じている。第 2 章では、田中智学―山川智応―里見岸雄―石
原完爾にいたる国柱会系の「賢王」信仰の系譜をたどり、第 3 章で石原完爾
の日蓮主義を「二重の五五百歳説」の特異性とともに上行菩薩の再誕を待望
する「上行のアドヴェンティズム」として浮き彫りにした。
　
　Ⅱ　本書の主要な分析対象である法華系新宗教の日本で最初の事例である
本門佛立講（現・本門佛立宗）を取り上げ、第 4 章では開祖である長松清風
が受けた日蓮宗八品派での周辺体験による在家主義的な宗教思想の発展、そ
れによる内棲宗教としての佛立講の成立と展開（第 5 章）を論じている。
　法華系新宗教とは、日本の新宗教のうち、法華経を所依の経典とする伝
統教団（天台法華宗と日蓮法華宗）とは相対的に区別された信念と実践
と組織によって、主に現世での救済をめざす在家中心の教団のことである
（353-354）。清風は若くして書画詩歌や儒学国学に通じた町人学者でもあっ
たが、八品派の信者から出家、そして能化へと進もうとしたがことごとく宗
門から拒絶された経験から、布教における「現証利益」の重視（82）、「信者
即真実出家」の主張、法華経の題目を口唱することで十分とする「読誦無用
口唱専一」の立場（94）、さらに妻帯（90）など、日蓮系新宗教の在家主義
を構成する諸要素を全て主張するようになった。
　また本書の中心的分析概念である「内棲宗教」とは、既成教団に所属して
その影響を強く受けつつ、それとは違った独自性を持つ「教団の中の教団」
（ii）であるが、清風が率いる佛立講は独自の本尊と信行式、組織形態を発展
しつつも、本能寺から宥清寺などの講集団として存続し続けたことで、内棲
宗教の原型、一典型として重要である。
　
　Ⅲ　法華系組織の在家教団の中で、在家的な社会事業を表看板にして始
まった宗教運動が、やがて日蓮宗の内棲宗教として再定位された事例として、
杉山辰子が創設した「仏教感化救済会」を取り上げている。第 6 章では、明
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治末から大正、そして太平洋戦争終結までの教団史を辰子に焦点をあてて描
いている。辰子は家運の傾きをきっかけに民間法華行者・鈴木キセ（無辺行
菩薩と自覚）のもとで修行をはじめ、「五字の妙法」「お神通かけ」「三明六神通」
の儀礼と「三徳」（慈悲・至誠・堪忍）の倫理実践を体得したが、更に日蓮
宗本立寺で法華経の研鑽と唱題行・断食・水行によって霊能開発に打ち込んだ。
　法華系の女性霊能者の出現である。しかしそこにとどまることなく、布教
の方便として男性医師とコンビを組んで、宗教と医療、福祉、感化教育を一
体化した「丸ごとの救済」をめざして、法華経信仰に基づく「仏教感化救済
会」（1914 年設立）という新宗教へと発展させていった。また設立直前に辰
子は本化四菩薩の一つ「安立行菩薩の再誕」との自覚を得たとされ、法音寺
に至るこの系譜が法華・日蓮系に連なる大きな要素となっている（142）。女
性霊能者、男性とのコンビなど、この運動は後のフォルク型霊友会系新宗教
の最初の事例として重要である。
　第 7 章は、同教団が太平洋戦争後、日蓮宗法音寺となって内棲宗教として
再確立していく過程を描いている。その大きな要因の一つは、戦時下におい
て社会事業団体を隠れ蓑にして違法な宗教行為をしている「類似宗教」では
ないかとの宗教団体法違反容疑で、実質的な教団統率者・鈴木修学が投獄さ
れ、組織の解体再編（脱宗教化）を経験したことである。
　その一方で、戦前の社会事業部門は、日本福祉大学および社会福祉法人・
昭徳会として自立していくことになる（155）。法音寺の社会事業重視は、「安
立行菩薩」に率いられた「地涌の菩薩」が法音寺信者であり、従って菩薩の
三徳（慈悲・至誠・堪忍）をもって人々の悩みを去らせ楽しみを与えなけれ
ばならないという教義、ならびに法華経はやってみなければ分からない「実
行の宗教」であるという修学の法華経理解に由来し、社会事業への布施は「徳
積み」の行であると信者に教えていることによる（155-156）。
　第 8 章は、立正安国と現世利益を掲げて戦後に急成長した立正佼成会と創
価学会が、前者は他教団との「連携」による社会運動によって安国を達成し
ていこうとするのに対し、後者は単独で、しかも政党を結成して政治的に安
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国を実現しようとする戦略の相違を明らかにしている。興味深いのは、既成
の日蓮宗諸派や法華（日蓮）系の在家教団の多くが「立正安国」を変わらず
主張している点である。戦前・戦中はそれが国体論と結びつき、天皇本尊論
や天皇転輪聖王本地説、天皇＝賢王説などの日蓮主義的国体論となった。そ
の一翼を担った石原莞爾は、しかし戦後は一転して非暴力無抵抗の絶対的平
和主義者・日蓮を龍ノ口法難から読み込んだ事などは、驚きである。
　
　Ⅳ　日蓮正宗という日蓮系教団の中でも少数派の既成宗教における「内棲
宗教」として出発した創価学会を中心に、また正宗と創価学会の両者に対抗
した日蓮正宗妙信講（現・富士大石寺顕正会。以下、妙信講と記す）を対象
として、それらが純粋な在家教団として自立化していく過程を分析した。
　第 9 章は、本書では最も古い論文であるが、創価学会について宗教社会学
的に論じたものとして大きなインパクトを与えた論文である。ウェーバーか
らウィルソン、インガーに至るチャーチ・セクト論を分析枠組みとして用い、
デノミネーション化の指標を「本門戒壇論」の変遷において、創価学会が「国
立戒壇」建立をめざして政界進出した戸田時代から、池田時代にそれを放棄
して「民衆立戒壇」の正本堂に至る過程を、日蓮正宗との葛藤を軸に 5 段階
に区分して分析。創価学会はデノミネーション化したと結論づけた（259）。
　第 10 章では、創価学会が日蓮正宗を批判しつつ在家主義的な路線を模索
し、教学革新を図った「昭和 52 年路線」を旗揚げしたが短期間で頓挫した
過程を克明に描いている。ここでの宗教社会学理論としては、P.L. バーガー
の社会を覆い秩序に正当性を付与する象徴体系（ここでは宗教集団内の教学
や神学をさす）の正当化機能論を活用しながら、それが社会との、またこ
こでは宗教集団との弁証法的過程であるとの分析枠組みを駆使して、日蓮正
宗、創価学会、宗門内の若手活動家僧侶（正信会、在勤教師会）の三つ巴の
闘争を克明に追い、後二者が宗門の伝統教学を根底から問い直す教学革新の
道を辿っていった動態を明らかにした。詳細な資料の収集と分析には驚歎す
る。また正当化図式を「僧侶主義」対「在家主義」、「外相主義」対「己心主
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義」を軸にⅠ～Ⅳのマトリックスを明示して（296）、宗門教学は僧侶・外相
の「印籠教学」であり、創価学会は外相・在家を初期にはめざし、次第に己
心・在家の方向へ、対して在勤教師会は僧侶・己心へと向かったことを明示
した。明解な分析である。
　第 11 章は、創価学会が再度、在家主義への路線を走り出した正本堂建立
以後の「第 2 次宗創戦争」を分析。日蓮正宗からの破門（1991 年 11 月）を
代償にしたものの、今回は自立・独立に成功した過程を詳細に論じている。
戒壇論を既に改変していた創価学会は、この段階で曼荼羅本尊の宗門独占権
を否定して、会員への下附本尊を創価学会が独自に制定した本尊（第二六
世・日寛が書写した妙法曼荼羅本尊。栃木県小山市の浄圓寺蔵）の複写版と
し、また葬儀を同志葬・友人葬という完全在家方式に切り替え、没後の成仏
に僧侶による追善を無用とした 
1
。この二つを中心に、日蓮正宗法主の唯綬一
人法主血脈論を否定、大石寺への登山、会員入信時の僧侶による授戒、戒名・
塔婆供養などを無用として、在家主義への傾斜を強め、自立化をほぼ完了し
た。ただこの段階でも、その後も「日蓮本仏論」と「板本尊」崇拝の形式は
存続している。
　第 12 章は 2 番目に古い論文で、第 9 章の 3 年後に書かれた。創価学会が
国立戒壇論を放棄して日蓮正宗内に留まったのに対し、それを捨てなかった
ために 1974 年に「講中解散」の処分を受け、やがて分派していった妙信講
を「内棲セクト」から「分派セクト」として詳細に分析した希少な論文であ
る。同会は強引な折伏行をいまでも実行するためカルトとして批判されてい
るが、日蓮原理主義とも言える戒壇論と折伏論をもって著しく教勢を伸ばし、
2016 年 4 月現在で公称 180 万人の信者を擁している。興味深い点である。
　
　Ⅴ　本書の内容整理と論点の再提示、結論の部分であり、第 13 章では法
華系新宗教の諸特徴を日蓮仏教との関連で以下の 8 点に整理してある。1．
1　友人葬については、東洋哲学研究所編『友人葬を考える』（第三文明社、1993 年）
を参照のこと。本書は、葬儀には僧侶は本来不要であることを仏教史および日蓮の
教えから明らかにし、友人葬の正当性を示したことによって、その定着に大きく寄
与した。
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易行道としての唱題行、2．排他性、3．現世主義（即身成仏等）、4．社会性（立
正安国など）、5．ぜんたい主義（自利利他、個人と全体の救済）、6．使命付
与的性格（地涌菩薩論）、7．民衆主体主義、8．日蓮自身の波乱に満ちた人生、
強烈な人格の魅力（知識人は親鸞、民衆は日蓮が好き）。
　第 14 章は、日蓮仏教の現世主義の柱となっている現証利益、または現世
利益の起信（発信）を重視する性格が在家主義新宗教の重要な要素になって
いることに着目し、その現証起信論の本質を検討。現証利益を強調する教団
は勢力を拡大し、それを脱呪術化合理化した教団は伸長しないという興味深
い論点を提示している。さらに現証の本質はエリアーデ的なヒエロファニー、
ベンツの目的現証なのか、菩提心を生じさせるための手段なのかという重要
な問いを発している。その上で、新宗教、特に法華系新宗教は宿命や運命を
過去世における業の結果として忍従するのではなく、それが信心や徳積み等
の利他行によって「転換可能」であると考える傾向が強いことを指摘。日蓮
教団は、それ自身が自利利他連結転換装置であることを深く認識していくこ
との重要性を強調して終わっている。
評価と課題
１．本書の研究全体を貫く視点、分析枠組みの重要性
　本書を貫く分析枠組みは、ウェーバーの「理念と利害状況」の宗教社会学
を基礎におき、ある宗教理念とそれを保持する集団と、他集団や一般社会、
国家制度などとの利害状況を、相互作用的なダイナミックスで捉えていると
思われる。そこから「運動」としての法華在家集団、その中心－周辺性の問
題、集団のアイデンティティー維持のための正当化とその危機という問題視
角がでてくる。セクトとその変容という問題も、その延長に論じられており、
優れて宗教社会学的な研究成果で有意義である。
　西山氏は、その研究方法を「文献実証主義」とも称しているが、しかし、
素朴な（どぶさらい的）実証研究、近代史研究ではなく、歴史社会学的な分
析を展開したことが意義ある成果を生んでいると評価する。
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２．第 1 部で扱った近代天皇制と日蓮主義との関係は、神道との関連や真宗
の「神社非宗教論」などが多く語られているが、法華仏教、日蓮主義の国体
論の詳細について筆者はこれまで集中的に探求する機会がなかったので、極
めて有益であった。法華経＝日本国体という法国相関論や、田中智学の法華
経至上主義国体論が詳細に展開されており、特に以下の点は勉強になった。
（田中智学は）国民の中に信憑構造を樹立しつつあった日本国体の問題
（・・・）に挑み、神道的な国体論の独壇場を破って新たに日蓮主義的
国体論を成立させた（16-19）。
法華経は万教帰一の根源法。故に法華経に帰依することで日本は世界を
統一できる。
日本国体が妙法と離れているうちは日本だけの国体に過ぎないが、国主
たる天皇が法華経に帰依し開顕すれば、世界の主となる。戒壇は法華経
に帰依した天皇が有徳王と開顕して願主となり、本門戒壇（国立戒壇）
が完成。
天皇の本地は転輪聖王、天皇は「賢王」として地上に応現し、愚王を誡
責する（48-50）。
国柱会の国体運動は「世界悉檀」
政教両面での世界統一をめざす世界主義的。日蓮仏教によって開顕され
たあるべき国体を正面から論じた点で、国家迎合的な国主法従説である
との従来の説を否定（53）。
　
　また大正天皇への奉献曼荼羅問題（22），清水梁山の王仏一乗論や天皇本
尊論（6）、石原完爾の末法二重説（51-52）なども重要であり、よくもこの
ような国家迎合的な論を展開したものだと慨嘆を禁じ得ない。
　
【課題】術語・概念の適切性（特に第 1 章）
　近代日本のマクロな問題を大胆に論じた第 1 章であるが、そのため逆に課
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題も幾つか見いだせる。もっとも重要な問題は、顕密性（5 - 6）などの顕教・
密教概念で近代日本の天皇制を論じる妥当性が不明である点ではないだろう
か。顕教・密教、また両者が表裏一体となった顕密体制なる概念は、日本の
中世仏教の特質を解明した黒田俊雄に由来するが、この概念を活用して近代
天皇制の二重性（顕密性）を論じた久野収  
2
 の分析枠組みを西山氏は採用し、
顕密天皇制、顕密変動（10）、立憲制絶対主義（服部）は顕密天皇制である（13）
などの記述や解説が多く見られる。
　確かに日本の近代天皇制には二面性があり、立憲君主としての側面と神聖
性を強調する現人神天皇観の側面である。その二重性については多くの研究
者によって議論されており、古くは武田清子の「二頭立ての馬車」論や安丸
良夫の「天皇制的コスモロジー」「正統と異端」などがある 
3
。これらの分析
概念・枠組みに対して、顕密変動論による近代天皇制についての著者の分析
が如何に妥当であるかの検討がなされずに、久野の顕密論が使用されている。
これらの批判的検討が冒頭でなされるべきであろう。
　またミカドカルト（12、14）や信憑構造（17）などの重要概念が、明確な
定義や批判的検討なしに使用されている点にも、これらの分析枠組みの妥当
性・曖昧さが感じられるのは残念な点である。願わくは、序論を設けて、本
書の分析枠組みの理論的整理と妥当性の検証をして欲しかった。
　
３．内棲宗教の展開過程と類型化の試み
　本書の最も重要な学問的意義は、「内棲宗教」という概念の提示であり、
またその形成と展開を、理念と利害状況のダイナミックスの中での「運動」
としてとらえた点は、まさに宗教社会学の基礎的視点から分析・解明した、
西山宗教社会学の金字塔ともいえる部分である。
　そして①内棲宗教が、その運動過程で内棲を維持するか、自立していくか、
2　久野収・鶴見俊輔『現代日本の思想』岩波新書、1956 年、Ⅳ章。
3　武田清子「天皇制について」『法学セミナー増刊－天皇制の現在』日本評論社、
1989 年。安丸良夫『近代天皇像の形成』岩波書店、1992 年（復刻版、岩波現代文庫、
2007 年）。粟津賢太「2　近代日本のナショナリズムと天皇制」、中野毅他編『宗教
とナショナリズム』世界思想社、1997 年所収、などがある。
（98） 創価人間学論集　第 10 号
②自立後の母体との関係が良好か対立かなどからの分類、③さらに自立した
宗教運動が後にある教団の内棲宗教となっていく事例も提示し、全体として
内棲宗教の下位類型を提示したことも重要である。
　なお法音寺については内棲型というより、借傘型ではないかという問題提
起もあった。今後の更なる類型化が楽しみである。
　
【課題】日蓮仏教は分派や内棲宗教を生みやすいのか？
　この点での課題としては、母教団の排他性、原理主義性が強いと自立し、
その後に対立にいたる傾向が強いのか、他の要因があるのか、必ずしも明確
でないのでさらに解明して欲しいと思う。
　特に第 13 章では、日蓮仏教が新宗教を生み出しやすい性格をあげている
が、その要因は何か、また内棲宗教を生み出しやすい理念的特徴は何かなど
も更に解明して欲しい点である。日蓮仏教に特徴的な「曼荼羅本尊の重視」
が一因なのか、「立正安国」などの社会的関与を推進する理念が要因なのか、
多いに関心のあるところである。
　日蓮は「通力、神力によるべからず」と述べているが、その後の日蓮教団
の展開過程で、呪術的な祈祷儀礼などが多く生み出されている。その主な要
因は日蓮仏教の現証重視にあるのではないかと考えられる。この点の解明、
その影響についても更に検討して欲しいと考える。
　この現証利益との関連で言えば、西山氏は現証利益をエリアーデのヒエロ
ファニー論と関連づけているが、新宗教に多く見られる現世利益の強調を肯
定的に捉えうる利点はあると同時に、現世利益そのものを自己目的化してし
まう危険性をも孕む立論であることを考慮しておかなければならないであろ
う。
　
４．創価学会関連の実証的研究の深さ、鋭さ
　本書の第 4 部に収録された諸論文は、日蓮正宗の在家運動、西山氏によれ
ば内棲宗教として出発した創価学会が、「本門戒壇」論など教学や運動論に
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おける対立をへて、自立していく過程を詳細に分析したものである。筆者自
身が関与していた問題もあって、極めて興味深かった。特に日蓮正宗の教学
を「印籠」教学であるなどの特徴付けや、在家主義・己心主義への必要性な
ど参考になる諸論考であった。
　その分析の深さや鋭さは、当時においても、また現在においても類を見な
いものであると言える。そこで個人的興味として、第 9 章で展開した創価学
会のデノミネーション化の指標を「戒壇論」の変遷においた理由は何であっ
たのかを知りたいと思っていた。西山氏の回答では、本門戒壇論が内在する
排他性に注目したからであったという。
　なお、創価学会の日蓮正宗からの完全な自立をめざす宗教様式の革新は、
その後も続いている。2014 年 11 月 7 日に行った創価学会会則・教義条項の
改正で、弘安二年の戒壇本尊はじめ特定のモノ本尊信仰から離脱することを
明確に宣言し、2016 年には創価学会員は現代における地涌菩薩の出現であ
るとの意義づけを強調（聖教新聞 10/13 随筆、同 11/6 メッセージ）。さらに
創価学会そのものが未来の仏の集団であるとの創価学会仏論、在家の賢明な
る指導者を「賢王」ととらえる（聖教新聞 11/5 新人間革命）など、次々と
うちだしていることを付記しておく。
　西山氏が創価学会のこのような展開の意義を、さらに宗教社会学的に考察
されることを期待して、書評を終える。
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